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漢
字
に
は
旧

字
体
と
常
用
漢

字
体
が
あ
る

が
、
こ
れ
が
時

に
ト
ラ
ブ
ル
の

も
と
に
な
る
▼

筆

者

の

姓

「
靜
」
を
す
ら

す
ら
書
く
人
は
小
数
派
な
の

で
、
領
収
書
の
宛
名
と
し
て

書
い
て
も
ら
う
と
き
な
ど

「
静
」
で
済
ま
す
。
お
な
じ

よ
う
に
「
澤
」「
廣
」「
壽
」

「
眞
」
な
ど
の
字
を
名
前
に

持
つ
人
は
多
か
れ
少
な
か
れ

「
沢
」「
広
」「
寿
」「
真
」
へ

の
書
き
換
え
を
経
験
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
場

合
、
ど
ち
ら
を
使
っ
て
も
同

じ
姓
を
表
す
と
い
う
暗
黙
の

了
解
が
あ
る
▼
と
こ
ろ
が
先

日
、
十
五
年
前
に
加
入
し
た

積
み
立
て
保
険
の
満
期
金
を

受
け
取
ろ
う
と
し
て
驚
い

た
。
加
入
時
の
申
込
書
類
に

「
靜
」
と
書
い
た
の
だ
が
、

そ
れ
を
係
員
が
勝
手
に

「
静
」
と
し
て
内
部
処
理
し

た
ら
し
い
▼
現
在
こ
ち
ら
で

身
分
証
明
の
た
め
に
提
出
で

き
る
戸
籍
謄
本
と
か
免
許
証

は
当
然
す
べ
て
「
靜
」
し
か

な
い
わ
け
で
、
加
入
者
の

「
静
」
と
あ
な
た
が
同
一
人

物
だ
と
確
認
で
き
な
い
、
と

言
う
の
だ
▼
金
融
機
関
で
の

本
人
確
認
手
順
の
厳
密
化
は

よ
い
。
し
か
し
、
そ
れ
を
漢

字
の
字
体
と
連
動
さ
せ
る
の

は
、
漢
字
文
化
の
担
い
手
と

し
て
自
分
で
自
分
の
首
を
絞

め
る
が
ご
と
き
行
為
で
は
な

か
ろ
う
か
。（

靜

哲
人
）

２

面

教
員
組
織
を
変
更

４
・
７
面

特
集

キ
ャ
ン
パ
ス
Ｆ
Ａ
Ｑ

６

面

新
入
生
歓
迎
特
別
行
事

９

面

臨
床
心
理
専
門
職
大
学
院
を
開
設

１０

面

特
集

一
人
暮
ら
し
の
コ
ツ
伝
授
し
ま
す
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関西大学学長 河田 悌一

うす紅色の桜の花が美しく咲きそろった
４月１日、関西大学に入学された新入生の
みなさんご入学おめでとうございます。
長くきびしい受験期間を終え、関西大学
の一員となられたみなさんを、私たち２，４００
人の教職員、２万人を超える在校生、３１万
人を数える校友は、心から歓迎いたします。
本年４月から、関西大学は２１世紀にふさ
わしい地球市民を養成する政策創造学部を
新設。また、これまで１１学科があった工学
部を改組して、三つの理工系学部を設立い
たしました。すなわち、�しくみづくり�の
ためのシステム理工学部、�まちづくり�の
ための環境都市工学部、そして�ものづく
り�を主眼とする化学生命工学部、であり
ます。
このように昨年、創立１２０周年を迎えた関
西大学は、これまでの７学部から、１０学部
を有するより充実した総合大学に拡充発展
したのであります。
すでに『朝日新聞』（２月２２日夕刊）に報
道されましたように、１２１年の歴史上はじめ
て１０万人を超える入学志願者があつまり、
新入生のみなさんは、まさに１０万５，２６５人の
なかから選ばれて、今日のこの入学の日を
迎えられたわけであります。
いま２１世紀初頭の日本は、国内外にさま
ざまな難問をかかえています。みなさんも
ご存知のとおり、日本は２６倍の国土と１０倍
の人口をもつ中国、２５倍の国土と２倍の人
口をもつアメリカという、この二つの超大
国に挟まれて存在しています。
日本は国土が狭く、資源の乏しい国で

す。
このような日本が国際社会で存立してい

くためには、高度な知的水準、それにもと
づく経済的文化的活動を展開していかなけ
ればなりません。それによってのみ、国家
の存在が保障されるのであります。
みなさんは、こんな時代背景のなかで、
関西大学に入学してこられたのです。私は学
長として、みなさんが次の三つのことを自覚
して、充実した学生生活を送っていただき
たい、と希望いたします。
第一は、１０万人を超える受験生のなかか
ら選抜されて入学したことに誇りをもっ
て、今年度、惜しくも関大生になることが
できなかった諸君のためにも、学業をはじ
めあらゆることに頑張り、自分に実力と自
信をつけて欲しいのです。
では、その実力を、どのようにして身に
つければよいのでしょう。そのために、第
二番目に、これからの人生をいかなる人間
として、どんな目標をもち、どのような職
業につき生きていくのか──という自分自
身の人生設計、キャリア形成をしっかり考
えて、この関西大学での４年間を過ごして
欲しいのです。
第三に、この４年間、多様な活動つまり
勉学、スポーツ、クラブやサークル活動、
ボランティア、インターンシップ、海外留
学などを前向きに実践することによって、
人間的に大きく成長し、品格ある関大生、
立派な日本人になって欲しいのです。
日本のみならず、世界にはばたく人とし
て旅立つことが可能となるよう、関西大学
はみなさんにできうる限りの支援をおこな
いたい、と思っています。みなさんの関西
大学での努力と研鑽を心から期待していま
す。
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四
月
一
日
付
で
次
の
と
お
り
、
昇
任
の
発
令
が
あ
っ

た
。
な
お
、
移
籍
に
つ
い
て
は
下
表
の
と
お
り
。

▼
法
学
部
▲

教
授

松
代

剛
枝

准
教
授

石
橋
章
市
朗

〃

廣
川

嘉
裕

▼
文
学
部
▲

教
授

蜷
川

順
子

〃

黒
田

一
充

准
教
授

菅
原

慶
乃

〃

掘

潤
之

▼
経
済
学
部
▲

教
授

本
西

泰
三

准
教
授

山
本

千
映

▼
商
学
部
▲

教
授

杉
本

貴
志

〃

矢
田

勝
俊

▼
政
策
創
造
学
部
▲

教
授

小
西

秀
樹

〃

安
武

真
隆

▼
総
合
情
報
学
部
▲

教
授

岡
田

朋
之

〃

堀
井

康
史

▼
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
▲

教
授

山
口

智
実

准
教
授

松
本

亮
介

専
任
講
師

米
津

大
吾

〃

和
田

友
孝

▼
環
境
都
市
工
学
部
▲

教
授

鈴
木
三
四
郎

准
教
授

岡

絵
理
子

〃

松
田

敏

▼
化
学
生
命
工
学
部
▲

教
授

中
林

安
雄

〃

西
山

豊

准
教
授

西
本

明
生

〃

丸
山

徹

▼
外
国
語
教
育
研
究
機
構
▲

教
授

高

明
均

平
成
十
七
年
度
の
学
校
教
育
法
の
改
正

に
基
づ
き
、
大
学
の
教
員
組
織
に
関
す
る

改
正
を
行
っ
た
。
本
学
で
は
、
�
従
来
の

助
教
授
の
職
を
准
教
授
に
改
め
る
、
�
専

任
講
師
は
、
当
分
の
間
、
現
行
ど
お
り
と

す
る
、
�
主
と
し
て
教
育
研
究
に
携
わ
る

助
教
の
職
を
新
た
に
設
け
る
、
�
助
手
の

扱
い
は
、
引
き
続
き
検
討
を
進
め
る
も
の

と
す
る
、
�
副
手
は
、
当
分
の
間
現
行
ど

お
り
と
す
る
�
�
と
し
、
関
連
諸
規
程
の

改
正
を
行
っ
た
。

（
学
長
課
）

▼
政
策
創
造
学
部
▲

学
部
長

教
授

孝
忠

延
夫

副
学
部
長

教
授

羽
原

敬
二

教
学
主
任

教
授

後
藤

元
伸

同

教
授

原
田

輝
彦

入
試
主
任

教
授

岡
本

哲
和

学
生
主
任

准
教
授宮

下

真
一

学
生
相
談
主
事

教
授

小
西

秀
樹

▼
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
▲

学
部
長

教
授

小
澤

守

副
学
部
長

教
授

村
中

徳
明

同

教
授

�
田

裕

教
学
主
任

教
授

多
川

則
男

同

教
授

田
實

佳
郎

入
試
主
任

准
教
授倉

田

純
一

学
生
主
任
・
学
生
相
談
主
事

准
教
授

伊
藤

秀
隆

▼
環
境
都
市
工
学
部
▲

学
部
長

教
授

楠
見

晴
重

副
学
部
長

教
授

河
井

康
人

同

教
授

小
田

廣
和

教
学
主
任

教
授

三
宅

孝
典

同

准
教
授

北
詰

恵
一

入
試
主
任

准
教
授山

川

栄
樹

学
生
主
任
・
学
生
相
談
主
事

准
教
授

橋
寺

知
子

▼
化
学
生
命
工
学
部
▲

学
部
長

教
授

土
戸

哲
明

副
学
部
長

教
授

田
村

裕

同

教
授

幸
塚

広
光

教
学
主
任

教
授

長
谷
川
喜
衛

同

教
授

池
田

勝
彦

入
試
主
任

准
教
授青

田

浩
幸

学
生
主
任
・
学
生
相
談
主
事

准
教
授

長
岡

康
夫

新
し
く
大
学
の
役
職
者
が
決
ま
り
、
四
月
一
日
付
で
次

の
と
お
り
発
令
さ
れ
た
。

（カッコ内は移籍前の学部・研究科。なお、システム理工学部、
環境都市工学部および化学生命工学部は全員工学部からの移籍）

富
士
通

代
表
取
締
役
会
長

秋
草

直
之

住
友
電
気
工
業
株
式
会
社

顧

問

伊
藤
進
一
郎

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

教
授

猪
木

武
徳

商
工
中
央
金
庫

副
理
事
長

前
国
税
庁
長
官

大
武
健
一
郎

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

事

務
局
次
長

大
塲
亮
太
郎

経
済
産
業
省
近
畿
経
済
産
業
局

局
長

久
貝

卓

池
田
市
長

倉
田

薫

株
式
会
社
ヒ
ロ
コ
コ
シ
ノ
デ
ザ

イ
ン
オ
フ
ィ
ス

代
表
取
締
役

社
長

ヒ
ロ
コ
コ
シ
ノ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
株
式
会
社
取
締
役
会
長

小
篠

弘
子

サ
ッ
カ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

後
藤

健
生

小
松
法
律
特
許
事
務
所

所
長

立
命
館
大
学
法
科
大
学
院
（
特

別
契
約
）
教
授

小
松
陽
一
郎

元
朝
日
新
聞
論
説
主
幹

国
際
基
督
教
大
学
国
際
関
係
学

科

客
員
教
授

佐
柄
木
俊
郎

京
都
大
学

名
誉
教
授

神
戸
学
院
大
学

教
授

佐
藤

忠
信

元
大
阪
市
立
大
学

教
授

塩
沢

由
典

大
阪
ガ
ス

代
表
取
締
役
社
長

芝
野

博
文

財
団
法
人
日
本
証
券
経
済
研
究

所

顧
問

関

要

慶
応
義
塾
大
学

教
授

巽

孝
之

壁
画
家

田
村
能
里
子

辻
本
特
許
事
務
所

所
長

辻
本

一
義

Ｊ
Ｔ
生
命
誌
研
究
館

館
長

中
村

桂
子

国
土
交
通
省

大
臣
官
房
参
事

官
（
税
制
）

西
川

健

社
団
法
人
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
会

理
事

早
瀬

昇

財
団
法
人
フ
ァ
ジ
ィ
シ
ス
テ
ム

研
究
所

客
員
研
究
員

福
島

邦
彦

早
稲
田
大
学

名
誉
教
授

藤
井

章
雄

大
阪
大
学

名
誉
教
授

高
知
工
業
高
等
専
門
学
校
長

藤
田

正
憲

ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学

教
授

フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ク
ヤ
マ

広
島
地
方
検
察
庁

次
席
検
事

松
田

成

日
本
税
理
士
会
連
合
会

専
務

理
事

関
西
学
院
大
学
専
門
職
大
学
院

教
授

宮
口

定
雄

財
団
法
人
社
会
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー

理
事
長

東
北
大
学

特
任
教
授

村
田

裕
之

神
戸
市
長

矢
田

立
郎

経
済
産
業
省
近
畿
経
済
産
業
局

総
務
企
画
部
長

山
田

宗
範

映
画
監
督

山
田

洋
次

本
学
で
は
、
学
術
研
究
お
よ
び
教
育
水
準
の
向
上
を
図

る
た
め
に
、
次
の
三
十
一
人
を
平
成
十
九
年
度
客
員
教
授

と
し
て
委
嘱
し
た
。

二
月
二
十
二
日
開
催
の
理
事

会
お
よ
び
三
月
二
十
二
日
開
催

の
定
例
評
議
員
会
に
お
い
て
、

次
の
と
お
り
新
役
員
が
決
定
し

た
。な

お
、
就
任
は
平
成
十
九
年

四
月
一
日
。

専
務
理
事

上
原

洋
允

総
務
局
付

飯
田

義
彦

〃

芝
谷

秀
司

〃

玉
津
島
秀
樹

〃

和
田

達
也

財
務
課

黒
木

孝

〃

名
和

史
紘

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ー
ド
セ

ン
タ
ー
事
務
室

鍛
島

宗
範

研
究
支
援
課

村
上

晋

社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
事
務
室

古
坊

直
子

教
務
セ
ン
タ
ー

片
岡
久
美
子

〃

中
畑

綾

〃

松
倉

忠
司

〃

光
永

春
華

入
試
課

内
本

尚

大
学
院
入
試
課

宇
杉
阿
津
子

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
ス

形
部

尚
徳

入
試
広
報
課

岩
崎
波
留
奈

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー薦

田

朋
子

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
室

増
子

豊
張

〃

山
花

健
作

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
事
務
室

居
初
香
帆
里

〃

塚
本

友
三

出
版
課

森
田

敏
朗

シ
ス
テ
ム
開
発
課

笹
川

剛

〃

長
畑

俊
郎

助 教

大澤 穂高

安達 直世
井ノ口弘昭
尾� 平
檀 寛成

原田美由紀
矢島 辰雄

専任講師

板野 智昭
稲田 貢
緒方 正則
櫻井 篤
田地川 勉
徳丸 正孝
中村 和広
久田 重善
牧平 憲治
村上 佳広
山野 隆章
山本 恭史
米津 大吾
和田 友孝

亀谷 義浩
佐野 誠
島田 広昭
馬場 昌子
原 直也
村山 憲弘

岩木 宏明
星山 康洋
松村 吉信
安原 裕紀
矢野 将文
山出 和弘

准教授

淺川 誠
阿波 啓造
伊藤 秀隆
梅川 尚嗣
榎原 博之
大橋 俊介
梶川 嘉延
倉田 純一
小谷賢太郎
齋藤 賢一
田村 進
中原 住雄
平嶋 康昌
藤井 和成
前田 亨
松島 恭治
松本 亮介
安田 陽
山北 隆征

荒川 雅裕
池永 直樹
泉井 力
伊藤 淳志
伊与木茂樹
岡 絵理子
北詰 恵一
木下 光
鶴田 浩章
西形 達明
橋寺 知子
林 順一
桝井 健
松田 敏
山川 栄樹

青田 浩幸
浅井 彪
荒地 良典
老川 典夫
大洞 康嗣
大矢 裕一
川崎 英也
河原 秀久
坂口 聡
下家 浩二
竹下 博之
長岡 康夫
西本 明生
春名 匠
福永 健治
丸山 徹
宮田 隆志

教 授

孝忠 延夫（法学部）
後藤 元伸（法学部）
小西 秀樹（法学部）
眞鍋 俊二（法学部）
安武 真隆（法学部）
一圓 光彌（経済学部）
奥 和義（商学部）
羽原 敬二（商学部）
岡本 哲和（総合情報学部）
亀田 健二（大学院法務研究科）

新宮原正三
新家 昇
関 眞佐子
多川 則男
宅間 正則
竹腰 見昭
田實 佳郎
田村 坦之
野村 康雄
原 武久
板東 潔
樋口 誠宏
堀井 健
�田 裕
棟安 実治
村中 徳明
山本 幹
横田 勝弘
	田 稔
山口 智実

丸茂 弘幸
三宅 孝典
三宅 義和
室山 勝彦
八尾眞太郎
山本 秀樹
和田 安彦

辰巳 正和
田中 耕一
田村 裕
土戸 哲明
中林 安雄
西山 豊
長谷川喜衛
松本 昭
三宅 秀和
矢木 秀治
吉田 宗弘

青柳 誠司
安芸 重雄
新井 
彦
飯田 幸雄
石原 勲
市原 完治
岩壷 卓三
植村 知正
内山 寛信
大西 正視
大場 謙吉
大村 泰久
岡田 博美
小澤 守
北嶋 弘一
楠田 雅治
隈元 昭
栗栖 忠
栗山 惇
小嶋 敏孝
齊藤 正

石垣 泰輔
江川 直樹
岡田 芳樹
小田 廣和
河井 康人
楠見 晴重
坂野 昌弘
芝田 隼次
鈴木三四郎
鈴木 俊光
堂垣 正博
豊福 俊英
中井 暉久
藤田 勝也
冬木 正彦

赤松 勝也
荒川 隆一
池内 俊彦
池田 勝彦
石井 康敬
石川 正司
上里 新一
浦上 忠
大石 敏雄
大内 辰郎
越智 光一
小幡 斉
幸塚 広光
小林 武
小松 伸也
白岩 正
杉本 隆史

政
策
創
造
学
部

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部

環
境
都
市
工
学
部

化
学
生
命
工
学
部

平
成
十
九
年
度

客
員
教
授

新
た
に
准
教
授
・
助
教
を
設
置

法法

人人

人人

事事

新新

任任

職職

員員

新新
役役
職職
者者
決決
まま
るる

大大

学学

人人

事事

覧一員教籍移

（２）平成１９年（２００７年）４月１日第 ３４３ 号
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法

学

部

教
授

多
治
川
卓
郎

平
成
十
八

年
本
学
大
学

院
法
学
研
究

科
博
士
課
程

後
期
課
程
修
了
。
博
士
（
法

学
）。
熊
本
大
学
法
科
大
学
院
助

教
授
を
経
て
本
学
に
着
任
。
研

究
分
野
は
債
権
法
、
特
に
債
権

者
債
務
者
間
等
の
調
整
制
度
。

教
授

角
田

猛
之

昭
和
五
十

七
年
大
阪
大

学
大
学
院
法

学
研
究
科
博

士
課
程
後
期
課
程
修
了
。
後
、

大
阪
府
立
大
学
教
授
を
経
て
、

本
学
に
着
任
。
専
攻
は
法
哲

学
、
研
究
分
野
は
法
文
化
論

で
、
関
心
領
域
は
き
わ
め
て
広

い
。

専
任
講
師

今
野

正
規

平
成
十
八

年
北
海
道
大

学
大
学
院
法

学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
修
了
後
、
日
本
学

術
振
興
会
特
別
研
究
員
を
経

て
、
本
学
に
着
任
。
専
攻
は
民

法
。
リ
ス
ク
社
会
に
お
け
る
民

事
責
任
論
の
あ
り
方
を
研
究
。

専
任
講
師

長
谷
川
佳
彦

平
成
十
九

年
京
都
大
学

大
学
院
法
学

研
究
科
博
士

課
程
後
期
課
程
修
了
後
、
本
学

に
着
任
。
専
攻
は
行
政
法
。
ド

イ
ツ
法
の
研
究
か
ら
、
今
後
は

わ
が
国
の
行
政
訴
訟
制
度
に
対

す
る
提
言
を
行
う
。

文

学

部

教
授

フ
レ
ッ
ド
・
ア
イ
ナ
ー

・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

米
国
オ
レ

ゴ
ン
大
学
で

数
学
を
専
攻

後
、
ハ
ワ
イ

大
学
で
言
語
学
修
士
（
Ｍ
�

Ａ
�）
お
よ
び
博
士
号
（
Ｐ
ｈ
�

Ｄ
�）。
以
後
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

国
立
ヴ
ェ
ク
シ
ョ
大
学
で
一
年

間
、
函
館
大
学
・
福
岡
教
育
大

学
・
筑
波
大
学
・
県
立
長
崎
シ

ー
ボ
ル
ト
大
学
で
通
算
二
十
一

年
間
大
学
お
よ
び
大
学
院
教
育

に
従
事
。
県
立
長
崎
シ
ー
ボ
ル

ト
大
学
よ
り
本
学
に
着
任
。

准
教
授

長
谷
部

剛

早
稲
田
大

学
大
学
院
博

士
課
程
単
位

修
得
後
退

学
。
鹿
児
島
県
立
短
期
大
学
を

経
て
着
任
。
専
門
は
唐
詩
お
よ

び
漢
代
の
楽
府
詩
。「
杜
甫『
兵
車

行
』と
古
楽
府
」で
平
成
十
六
年

度
の
日
本
中
国
学
会
賞
受
賞
。

専
任
講
師

高
木

千
恵

大
阪
大
学

大
学
院
文
学

研
究
科
博
士

後
期
課
程
修

了
。
文
学
博
士
。
専
門
は
日
本

語
学
、
社
会
言
語
学
、
方
言

学
。
主
な
研
究
テ
ー
マ
は
、
方

言
と
標
準
語
の
接
触
に
よ
る
言

語
変
化
や
方
言
文
法
の
記
述
。

経
済
学
部

准
教
授

春
日

秀
文

大
阪
大
学

大
学
院
経
済

学
研
究
科
後

期
課
程
修

了
。
博
士
（
経
済
学
）。
東
北
大

学
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
助

教
授
を
経
て
着
任
。
専
門
は
国

際
経
済
学
。
研
究
テ
ー
マ
は
直

接
投
資
、
開
発
援
助
。

専
任
講
師

北
波

道
子

本
学
大
学

院
経
済
学
研

究
科
博
士
課

程
修
了
。
博

士
（
経
済
学
）。
専
門
は
東
ア
ジ

ア
中
華
圏
経
済
の
エ
リ
ア
ス
タ

デ
ィ
ー
。
現
在
の
関
心
は
台
湾

の
公
営
事
業
民
営
化
政
策
と
そ

の
社
会
経
済
的
含
意
。

商

学

部

教
授

乙
政

正
太

本
学
大
学

院
商
学
研
究

科
博
士
課
程

後
期
課
程
単

位
修
得
後
退
学
。
名
古
屋
大
学

博
士（
経
済
学
）、東
北
大
学
経
済

学
部
を
経
て
着
任
、
専
攻
は
実

証
会
計
学
。主
著『
利
害
調
整
メ

カ
ニ
ズ
ム
と
会
計
情
報
』。

准
教
授

�
野

仁
子

名
城
大
学

大
学
院
商
学

研
究
科
博
士

後
期
課
程
修

了
。
博
士
（
商
学
）。
東
海
大
学

海
洋
学
部
、
西
南
学
院
大
学
商

学
部
を
経
て
、
本
学
に
着
任
。

専
門
は
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
論
、

物
流
シ
ス
テ
ム
論
。

社
会
学
部

教
授

富
田

英
典

本
学
大
学

院
社
会
学
研

究
科
博
士
課

程
単
位
修
得

後
退
学
。
博
士
（
人
間
科

学
）。
神
戸
山
手
女
子
短
期
大
学

助
教
授
、
佛
教
大
学
社
会
学
部

教
授
を
経
て
本
学
に
着
任
。
情

報
メ
デ
ィ
ア
論
等
を
担
当
。

准
教
授

北
村

由
美

本
学
大
学

院
社
会
学
研

究
科
博
士
後

期
課
程
単
位

修
得
後
、
大
阪
女
子
短
期
大
学

講
師
、
助
教
授
を
経
て
着
任
。専

門
は
福
祉
臨
床
心
理
学
、発
達
臨

床
心
理
学
。子
育
て
支
援
を
心
理

学
の
側
面
か
ら
研
究
。

専
任
講
師

守

如
子

北
海
道
出

身
。
お
茶
の

水
女
子
大
学

大
学
院
人
間

文
化
研
究
科
博
士
課
程
修
了（
社

会
科
学
博
士
）。
専
門
は
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
社
会
学
。
セ
ク
シ
ュ

ア
リ
テ
ィ
や
親
子
関
係
に
関
す

る
メ
デ
ィ
ア
表
象
を
分
析
。

政
策
創
造
学
部

教
授

柄
谷
利
恵
子

平
成
元
年

神
戸
女
学
院

英
文
学
科
を

卒
業
後
、
米

系
投
資
銀
行
に
勤
務
。
平
成
二

年
に
神
戸
大
学
法
学
部
編
入

学
、
上
智
大
学
大
学
院
修
士
課

程
に
進
学
後
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
大
学
に
留
学
、
同
大
学
よ

り
博
士
号
（
国
際
関
係
論
）
を

取
得
。
九
州
大
学
を
経
て
本
学

に
着
任
。
専
門
は
、
国
際
移

動
、
国
際
的
権
利
保
護
体
制
。

教
授

白
石

真
澄

昭
和
六
十

二
年
本
学
工

学
研
究
科
修

士
課
程
修
了

後
、
�
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究

所
、
東
洋
大
学
を
経
て
、
本
学

に
着
任
。
専
門
は
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
、
ま
ち
づ
く
り
論
。
教
育

再
生
会
議
委
員
、
規
制
改
革
・

民
間
開
放
推
進
会
議
委
員
、
構

造
改
革
特
区
推
進
本
部
評
価
委

員
、
社
会
資
本
整
備
審
議
会
委

員
、
交
通
政
策
審
議
会
委
員
な

ど
を
務
め
る
。

教
授

原
田

輝
彦

昭
和
五
十

四
年
九
州
大

学
法
学
部
卒

業
。
日
本
政

策
投
資
銀
行
（
旧
日
本
開
発
銀

行
）
の
設
備
投
資
研
究
所
主
任

研
究
員
を
経
て
、
本
学
に
着

任
。
専
門
は
、
金
融
政
策
。
主

な
研
究
テ
ー
マ
は
、
国
際
協
力

に
お
け
る
法
整
備
支
援
。

教
授

深
井

麗
雄

昭
和
四
十

六
年
一
橋
大

学
商
学
部
を

卒
業
後
、
毎

日
新
聞
社
に
入
社
し
、
同
社
編

集
局
長
、大
阪
本
社
役
員
待
遇
副

代
表
を
経
て
、本
学
に
着
任
。
こ

れ
ま
で
に
坂
田
記
念
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
賞
、毎
日
新
聞
社
編
集
局

長
賞
な
ど
多
数
の
賞
を
受
賞
。専

門
は
、メ
デ
ィ
ア
政
策
論
。

教
授

安
田

信
之

昭
和
四
十

二
年
大
阪
市

立
大
学
法
学

部
卒
業
後
、

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
に
入
所
。

ロ
ン
ド
ン
大
学
Ｌ
Ｓ
Ｅ
お
よ
び

Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
な
ど
の
客
員
研
究

員
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際

開
発
研
究
科
を
経
て
、
本
学
に

着
任
。
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
、
Ｅ

Ｕ
Ｉ
、
ノ
ー
ザ
ン
・
テ
リ
ト
リ

ー
大
学
客
員
教
授
を
歴
任
。
法

学
博
士
。
専
門
は
、
ア
ジ
ア
法

お
よ
び
開
発
法
学
。

准
教
授

宮
下

真
一

平
成
八
年

神
戸
商
科
大

学
（
現
兵
庫

県
立
大
学
）

卒
業
。
神
戸
大
学
大
学
院
経
営

学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程

単
位
修
得
後
退
学
。
札
幌
大
学

経
営
学
部
を
経
て
、
本
学
に
着

任
。専
門
は
、物
流
シ
ス
テ
ム
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
研
究
。

専
任
講
師

三
枝
憲
太
郎

平
成
四
年

早
稲
田
大
学

第
一
文
学
部

卒
業
。
同
大

学
院
文
学
研
究
科
修
了
後
、
エ

デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
社
会
人
類
学

科
博
士
課
程
に
進
学
、
博
士
号

（
社
会
人
類
学
）
を
取
得
。
国

立
民
族
学
博
物
館
研
究
員
、
本

学
文
学
部
非
常
勤
講
師
を
経

て
、
本
学
に
着
任
。
専
門
は
、

場
所
・
空
間
論
。

専
任
講
師

橋
口

勝
利

京
都
大
学

経
済
学
部
卒

業
。
同
大
学

院
に
進
学
。

平
成
十
七
年
博
士
（
経
済
学
）

を
取
得
。
日
本
学
術
振
興
会
特

別
研
究
員
を
経
て
、本
学
に
着

任
。
専
門
は
、日
本
経
済
史
。
研

究
テ
ー
マ
は
戦
前
日
本
の
繊
維

産
業
。総

合
情
報
学
部

准
教
授

福
島

力
洋

大
阪
大
学

大
学
院
法
学

研
究
科
博
士

後
期
課
程
退

学
。
熊
本
大
学
法
学
部
か
ら
本

学
に
着
任
。
専
攻
は
憲
法
・
情

報
法
。
特
に
情
報
流
通
と
表
現

の
自
由
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関

わ
る
諸
問
題
に
関
心
。

シ
ス
テ
ム

理
工
学
部

教
授

鈴
木

直

東
京
大
学

理
学
系
大
学

院
物
理
学
専

攻
博
士
課
程

修
了
。
理
学
博
士
。
大
阪
大
学

教
授
を
経
て
本
学
に
着
任
。
専

門
は
物
性
物
理
学
理
論
。

※
発
令
予
定
日
は
八
月
二
十
六
日

教
授

高
田

啓
二

九
州
大
学

大
学
院
理
学

研
究
科
物
理

学
専
攻
博
士

課
程
前
期
課
程
修
了
。博
士
（
理

学
）。
民
間
企
業
の
研
究
員
を
経

て
本
学
に
着
任
。
専
門
は
物
理

計
測
。

教
授

和
田

�
宏

京
都
大
学

大
学
院
理
学

研
究
科
物
理

学
第
二
専
攻

博
士
後
期
課
程
修
了
。博
士
（
理

学
）。
甲
南
大
学
助
教
授
を
経
て

本
学
に
着
任
。
専
門
は
理
論
物

理
学
。

准
教
授

伊
藤

博
介

名
古
屋
大

学
大
学
院
工

学
研
究
科
応

用
物
理
学
専

攻
博
士
課
程
後
期
課
程
修
了
。

博
士
（
工
学
）。
名
古
屋
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科
助
手
を
経
て

本
学
へ
着
任
。
専
門
は
物
性
理

論
、
計
算
物
理
。

准
教
授

北
村

敏
明

大
阪
大
学

大
学
院
工
学

研
究
科
博
士

後
期
課
程
通

信
工
学
専
攻
修
了
。
工
学
博

士
。
大
阪
府
立
大
学
講
師
を
経

て
本
学
に
着
任
。
専
門
は
情
報

通
信
工
学
。

准
教
授

柳
川

浩
二

名
古
屋
大

学
大
学
院
理

学
研
究
科
数

学
専
攻
博
士

課
程
後
期
課
程
修
了
。博
士
（
理

学
）。
大
阪
大
学
助
手
を
経
て
本

学
に
着
任
。専
門
は
可
換
環
論
。

専
任
講
師

山
本

健

東
京
大
学

大
学
院
工
学

系
研
究
科
物

理
工
学
専
攻

博
士
課
程
修
了
。博
士（
工
学
）。

東
京
大
学
や
企
業
、
仏
国
立
科

学
研
究
セ
ン
タ
ー
等
で
研
究
員

を
務
め
た
後
本
学
に
着
任
。
専

門
は
光
計
測
工
学
、音
波
物
性
。

専
任
講
師

和
久
井
道
久

東
京
大
学

大
学
院
数
理

科
学
研
究
科

数
理
科
学
専

攻
博
士
課
程
途
中
で
大
阪
大
学

理
学
部
助
手
に
就
任
の
た
め
退

学
。
博
士
（
理
学
）。
同
大
学
大

学
院
理
学
研
究
科
助
手
を
経
て

本
学
に
着
任
。専
門
は
幾
何
学
。

助
教

朝
尾

隆
文

香
川
大
学

大
学
院
工
学

研
究
科
知
能

機
械
シ
ス
テ

ム
工
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
を

こ
の
春
に
修
了
。
博
士
（
工

学
）。
専
門
は
人
間
工
学
、
交
通

予
防
安
全
工
学
、
ア
シ
ス
テ
ィ

ブ
工
学
。

環
境
都
市

工

学

部

准
教
授

西
澤

英
和

京
都
大
学

大
学
院
工
学

研
究
科
博
士

課
程
建
築
学

第
二
専
攻
を
所
定
単
位
修
得
後

退
学
。
工
学
博
士
。
京
都
大
学

大
学
院
講
師
を
経
て
本
学
に
着

任
。
専
門
は
文
化
財
修
復
構
造

学
、鉄
骨
構
造
学
、耐
震
工
学
。

准
教
授

安
室

喜
弘

奈
良
先
端

科
学
技
術
大

学
院
大
学
情

報
科
学
研
究

科
博
士
課
程
後
期
課
程
修
了
。

博
士
（
工
学
）。
同
大
学
助
手
を

経
て
本
学
に
着
任
。
専
門
は
情

報
シ
ス
テ
ム
。

専
任
講
師

宮
�
ひ
ろ
志

神
戸
大
学

工
学
部
環
境

計
画
学
科

卒
。博
士（
工

学
）。
兵
庫
県
、
兵
庫
県
教
育
委

員
会
等
で
専
門
職
、
研
究
員
を

務
め
た
後
、
兵
庫
県
立
大
学
講

師
を
経
て
本
学
に
着
任
。
専
門

は
建
築
環
境
工
学
。

助
教

田
中

俊
輔

大
阪
大
学

大
学
院
基
礎

工
学
研
究
科

化
学
系
専
攻

化
学
工
学
分
野
博
士
後
期
課
程

を
期
間
短
縮
で
修
了
。博
士
（
工

学
）。
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研

究
員
Ｐ
Ｄ
を
経
て
本
学
に
着

任
。
専
門
は
化
学
工
学
。

化
学
生
命

工

学

部

准
教
授

岩
�

泰
彦

日
本
大
学

大
学
院
理
工

学
研
究
科
工

業
化
学
専
攻

博
士
前
期
課
程
修
了
。博
士
（
工

学
）。
東
京
医
科
歯
科
大
学
生
体

材
料
工
学
研
究
所
助
教
授
を
経

て
本
学
に
着
任
。
専
門
は
生
体

材
料
学
、
高
分
子
化
学
。

准
教
授

古
池

哲
也

北
海
道
大

学
大
学
院
地

球
環
境
科
学

研
究
科
生
態

環
境
科
学
専
攻
博
士
課
程
後
期

課
程
を
期
間
短
縮
で
修
了
。
博

士
（
工
学
）。
通
産
省
等
の
研
究

員
、
北
海
道
大
学
大
学
院
助
手

を
経
て
本
学
に
着
任
。
専
門
は

生
物
有
機
化
学
。

専
任
講
師

上
田

正
人

大
阪
大
学

大
学
院
工
学

研
究
科
マ
テ

リ
ア
ル
科
学

専
攻
博
士
後
期
課
程
修
了
。
博

士
（
工
学
）。
大
阪
大
学
大
学
院

助
手
を
経
て
本
学
に
着
任
。
専

門
は
材
料
工
学
。

外
国
語
教
育

研
究
機
構

教
授

山
崎

直
樹

平
成
二
年

早
稲
田
大
学

大
学
院
文
学

研
究
科
博
士

後
期
課
程
単
位
取
得
後
退
学
。

早
稲
田
大
学
助
手
、
広
島
大

学
、
大
阪
外
国
語
大
学
助
教
授

を
経
て
、
本
学
に
着
任
。
専
門

は
中
国
語
学
、
中
国
語
教
育
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
た
教
育
や
研
究

が
テ
ー
マ
。

教
授

田
尻

悟
郎

島
根
大
学

教
育
学
部
卒

業
後
、
公
立

中
学
校
教
員

な
ど
を
経
て
本
学
に
着
任
。
英

語
授
業
実
践
の
最
高
峰
「
パ
ー

マ
ー
賞
」
を
受
賞
し
た
全
国
的

に
著
名
な
カ
リ
ス
マ
英
語
教

師
。専
門
は
英
語
授
業
実
践
学
。

法
科
大
学
院

教
授

川
口

浩
一

本
学
大
学

院
法
学
研
究

科
修
士
課
程

を
経
て
、
大

阪
市
立
大
学
大
学
院
博
士
課
程

単
位
修
得
後
退
学
。
法
学
博
士

（
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
）。
奈
良

産
業
大
学
専
任
講
師
か
ら
教
授

を
経
て
、
前
職
は
姫
路
獨
協
大

学
（
法
科
大
学
院
）
教
授
。
専

門
は
刑
法
。教

授

山
名

京
子

本
学
大
学

院
法
学
研
究

科
博
士
課
程

単
位
修
得
後

退
学
。
オ
ラ
ン
ダ
政
府
奨
学
金

に
よ
る
留
学
な
ど
の
後
、
奈
良

産
業
大
学
専
任
講
師
か
ら
教
授

を
経
て
、
前
職
は
神
戸
学
院
大

学
（
法
科
大
学
院
）
教
授
。
専

門
は
刑
事
訴
訟
法
。

会
計
専
門
職

大

学

院

教
授

清
水

涼
子

東
京
大
学

法
学
部
卒

業
。
み
す
ず

監
査
法
人
を

経
て
着
任
。
国
際
会
計
士
連
盟

公
会
計
委
員
会
日
本
代
表
委

員
、
同
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
歴
任
。
公
認
会
計
士
。

専
門
は
公
会
計
、
国
際
公
会

計
、
非
営
利
会
計
、
公
監
査
、

自
治
体
包
括
外
部
監
査
。

新新
任任
教教
員員
紹紹
介介
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Ａ．千里山キャンパス第２学舎１号館１階
と高槻キャンパス総合情報学部オフィス横
に証明書自動発行機が設置されており、即
日発行することができます。自動発行機で

発行できない証明書もありますので、不明
な点などがあれば教務センター証明書担当
窓口および総合情報学部オフィスまで来て
ください。

Ａ．異動届を提出する必要がありますので、
教務センター学籍担当窓口まで来てくださ
い。総合情報学部については総合情報学部

オフィスで手続きを行ってください。なお、
氏名や通学区間などを変更する場合も同様
の手続きが必要となります。

Ａ．最初に所属学部で取得可能な免許状・
教科を確認してください。
教職課程は２年次生から本格的に履修し

ていくことになり、年度末（３月末）には新
２年次生対象の教職課程ガイダンスも行わ
れますが、教員免許取得に必要な教養科目、

体育、外国語科目および教職関係科目が１
年次生にも配当されています。まずは新入
生履修ガイダンスでの説明や｢教職課程履
修の手引き｣をよく読み、計画的に履修を進
めてください。

教務センター
西口さんに
聞きました

Ａ．多くの卒業生が、大学時代における課
外活動を良き想い出のひとつとしてあげる
ことは言うまでもないでしょう。関西大学
では正課の授業以外にも、クラブ・サークル
をはじめとして、ボランティア活動、学園祭
や各種課外教育プログラムなど、さまざま
な課外活動が展開されています。
それらの活動を通して得られる新たな人

間関係や、多種多様な価値観の発見など、関
西大学における課外活動はきっとあなたの
人生に彩りを添え、人間性の涵養に資する
意義のあるものとなるでしょう。
この無限の可能性を秘めた課外活動とい

う「学び」の場に、みなさんもぜひ参加して
みてください。

学生生活課
芝田さんに
聞きました

Ａ．新入生のみなさんは高校生活から大学
生活への急激な環境の変化に戸惑いを感じ
ることも多いと思います。
総合学生会館 メディアパーク 凜風館１

階にある学生生活課では学生生活全般につ
いての相談に応じています。アルバイトの
トラブルや悪徳商法などに巻き込まれた時

にも気軽に相談してください。また、キャン
パス内の他の相談窓口などへの紹介も行っ
ています。もし相談したいことがあれば、一
人で悩まずに気軽に学生生活課もしくは高
槻キャンパスオフィスへ来てください。経
験豊かな職員と一緒に考え、解決の糸口を
見つけてみませんか。

課外活動・学生相談
について

Ａ．本学ではさまざまな奨学金制度があり、奨学金の種類によって募集時期が異なります。
各奨学金の募集時期などについては、学生センターウェブサイト（http://www.kansai-
u.ac.jp/gakusei/index.html）を参照してください。なお、詳細な募集時期については、学生
センターウェブサイト、インフォメーションシステム、学内掲示板を利用して概ね２カ月前
に周知します。

学生生活課
松田さんに
聞きました

Ａ．本学では家庭からの仕送りの遅延や急
病など、やむをえない理由により緊急にお
金が必要になった学生に対して、原則とし
て30,000円(場合によっては50,000円)

までを即日貸与する短期貸付金制度を設け
ていますので、学生生活課および高槻キャ
ンパスオフィスまで学生証および印鑑を持
参のうえ、相談してください。

Ａ．関西大学奨学金および日本学生支援機
構奨学金は、家計急変のために緊急に奨学
金の貸与が必要になった学生に対して、期
日に関係なくいつでも出願できる｢緊急・応
急の奨学金制度｣があります。該当の学生は

学生生活課もしくは高槻キャンパスオフィ
スに相談してください。ただし、出願から1
年以内に発生した緊急・応急事由だけしか
対象となりませんので注意してください。

奨学金について

Ａ．千里山キャンパス開講の講座の場合は、
リードセンターのある第３学舎（社会学部
学舎）内の教室を使用しています。天六キャ

ンパス開講の講座もありますので、申し込
みの際には開講キャンパスに注意してくだ
さいね。

■耳寄り情報
「講座案内（パンフレット）」の４～５ページには、講座ガイダンスや相談会の一覧表
が掲載されています。「この資格について詳しく聞きたい」「講座を受講するかどうか迷
っている」など、気になることが少しでもあれば気軽に参加してください。みなさんの
積極的な参加を待っています。

Ａ．ほとんどの講座は18時以降に授業が
始まるので、正課の５限目終了後に向かえ
ば十分間に合う時間帯になっています。特
に公務員講座や司法講座など、学生の受講
が多い講座は千里山キャンパスで開講され

ているので、通学にも便利ですよ。また、情
報処理講座や英語講座には夏休み中に開講
している講座もあるので、普段授業で忙し
い人にはおすすめです！ 力のつき方も違
ってくると思いますよ。

エクステンション・リ
ードセンター事務室
小林さんに聞きました

エクステンション・リードセンターの

資格講座について

Ａ．総合情報学部オフィスは、授業に関す
ることや各種証明書の発行に関する業務な
どを行います。例えば、履修相談・登録、コ
ンピュータの利用申請、および学生証・通学

証明書の発行を行う窓口となります。高槻
キャンパスオフィスは、学生生活全般に関
する業務などを行います。例えば、奨学金、
課外活動、遺失物、出納の窓口となります。

高槻キャンパス
事務チーム
緒方さんに
聞きました

Ａ．高槻キャンパスでは現在、19団体が活
動しています。４月には勧誘活動を兼ねた
オリエンテーションが行われます。サーク
ル活動も楽しもうと思う新入生のみなさん

は参考にしてみてはどうでしょうか。もち
ろん、総合情報学部生が千里山のサークル
活動に参加することも可能です。

Ａ．スタジオ棟のパソコン教室は、あくま
でも授業優先ですが、授業で使用していな
い場合、総合情報学部の学生は自由に利用

できます。スタジオ機器は、学内講習会を受
講することにより利用が可能です。

Ａ．高槻キャンパスオフィス掲示板に、千
里山のボランティアセンターと同様に募集
案内を掲示しています。質問・相談などがあ
れば気軽に高槻キャンパスオフィスに来て

ください。また、本学ボランティアセンター
ウェブサイトからも同様の内容が閲覧でき
ます。

各種証明書や学割証がほしいのですが。Ｑ

住所が変わったのですが、どういう手続きが必要ですか。Ｑ

教員免許を取得したいのですが、いつ頃から何を始めるべきでしょう。Ｑ

課外活動には参加した方が良いのですか。Ｑ

相談したいことがあるのですが。Ｑ

Ｑ 奨学金の出願を希望したいのですが、どうすれば良いのですか。

現在下宿していますが、実家からの仕送りが遅れたために、生活費の
支弁が困難な状況です。至急、一時的にお金を借りたいのですが、どう
いう手続きが必要ですか。

Ｑ

家計支持者であった父親がリストラによる失職のため、家計が急変し
ました。貸与制奨学金に出願したいのですが、希望する奨学金の募集
はすでに終了しているようです。なんとかなりませんか。

Ｑ

講座の授業はどこで行われるのですか。Ｑ

正課の授業と両立できるか心配です。両立できるものなのですか。Ｑ

高槻キャンパスにある２つのオフィスの違いは？Ｑ

高槻キャンパスでサークル活動に参加できますか。Ｑ

パソコン教室やスタジオ機器を利用することはできますか。Ｑ

Ａ．図書館のウェブサイトに「ＫＯＡＬＡ」
という図書館蔵書検索システムがあるの
で、この検索システムにタイトルや著者名、
キーワードなどを入力すれば、求める資料
がどこにあるか、貸出中かなどが即座にわ
かります。求める資料がわからない時や、知
りたい事柄をどうやって調べればいいかわ
からない時には、図書館のカウンターで聞
いてください。図書館の人たちが役立つ資

料の紹介・情報を教えてくれます。
また最近ではみなさんが論文・レポート

を作成する際、データベースや電子ジャー
ナルの利用が欠かせません。こういった新
しいツールを使いこなすことができるよ
う、図書館が開催するガイダンスにおいて
その使い方を説明しているので、ぜひ参加
してください。

図書館事務室
加藤さんに
聞きました

図書館について

ITセンター
吉井さんに
聞きました

Ａ．本学では協定大学の拡大と新たな留学
プログラムの開発を進めており、みなさん
の留学を全面的にサポートします。短期な
ら夏・春休み1カ月間の語学セミナーがお
すすめです。ホームステイなどを通し現地

の文化や生活習慣を肌で感じることもでき
ます。また1学期もしくは１年間なら、交
換留学、認定留学や特別留学があります。
奨学金制度が利用できるものもあり、すべ
てのプログラムで単位認定がされます。

Ａ．留学期間中は在学となるので可能です。
１年生の早い時期から準備を始め応募しま
しょう。特に交換留学は出発の前年に選考
があります。３年次生以降の留学は、卒業

時期が遅れる可能性はありますが、それを
十分に補うほどの貴重な経験ができるはず
です。

Ａ．４月25日（水）に留学ガイダンスが
あり留学経験者の声も聞けます。国際交流
センター発行の『留学ハンドブック』を見

たり、CFIAニュースに登録し最新情報を得
ることも大切ですね。遠慮なく国際交流セ
ンターへ相談に来てください。

留学について

留学するには何から始めれば良いのでしょうか。Ｑ

Ｑ 留学しても４年で卒業できますか。

Ｑ 海外留学にはどのような方法がありますか。

国際交流セン
ター事務室
増山さんに
聞きました

Ａ．手続きは必要ありません。
学生証と同時に配られる「利用者ID」と

「パスワード」があれば、ITセンターに設置
されているパソコンやインフォメーション
システムを利用できます。ただし、インター
ネットや電子メールを利用するには「電子
メール・学外Web利用申請」が必要です。こ

の申請は、大学内のパソコンからオンライ
ンで行うことができます。
また、セキュリティ確保のため、パスワー

ドには90日の有効期限が設定されていま
す。定期的にパスワードを変更してくださ
い。

Ａ．携帯電話から、リアルタイムで空席情報を確認できます。右のQRコ
ードを読み取ってアクセスしてください。（携帯サイトURL：
http://www.ipcku.kansai-u.ac.jp/）

本の探し方・調べ方を教えてください。Ｑ

ＩＴセンターについて ITセンターを利用するために必要な手続きを教えてください。Ｑ

通学途中や自宅から、ITセンターの混雑状況を確認できますか。Ｑ

ボランティア活動に興味があるのですが。Ｑ

■耳寄り情報
国際交流センターでは、本学学生を対象にTOEFL－ITPテストを実施しています。

交換派遣留学には、このスコアで応募できる大学もあります。

新
入
生
の
疑
問
を
解
決

新
入
生
の
疑
問
を
解
決

キ
ャ
ン
パ
ス
�

新
入
生
の
疑
問
を
解
決

新
入
生
の
疑
問
を
解
決

新入生の疑問を解決新入生の疑問を解決新入生の疑問を解決
？ ！

新入生のみなさん、入学おめでとう。関西大学にようこそ。これから
の４年間、これまでの生活とはまったく違った世界が待っています。楽
しみとともに不安も大きいですね。
ここでは、みなさんが充実した大学生活をエンジョイするための情報

を提供します。大学生活の心臓部の図書館やＩＴセンター、課外活動を
サポートしてくれる学生センター、将来の進路について相談にのってく

れるキャリアセンターなど、大学にはさまざまな施設や機関がありま
す。そのような施設をどのように利用したらいいのか、またどんな学生
生活を送ればいいのか。新入生のみなさんは、いろいろな質問があると
思います。
その疑問に答えるべく、各事務室の職員にアドバイスをもらいまし

た。

Ａ．「就職」というよりも、あくまで「進路」
としての自分なりの目標を持ちましょう。
就職活動の際の面接試験では、どのように
大学時代を過ごしたかがポイントになりま
す。ですから、１・２年次生対象のキャリ

アプランニングセミナーという行事に参加
するなどして、早くから自分の進路につい
て考え、有意義な学生生活を送ってくださ
い。まずは、入学時に配布している『キャリ
アデザインブック』をよく読んでください。

卒業後の進路について、１年次生の今から考える必要はありますか。Ｑ

インターンシップとは何ですか。Ｑ

公務員や教員になりたいのですが、どのようなサポートがありますか。

Ａ．「インターンシップ」とは、学生が大
学時代に、企業や自治体、学校などの社会
現場において、実際の仕事を体験するもの
です。アルバイトとは違い、正社員として
の仕事を体験するので、実習先企業の営業
社員に同行したり、窓口対応を行ったりと、
さまざまなことを経験します。

インターンシップにより、実際の仕事が
どのようなものかを実感できるだけでな
く、社会人と触れ合うことによって社会人
のものの見方を知ることもでき、今後の進
路選択において非常に役立ちます。ぜひ参
加してください。

Ａ．キャリアセンターでは、公務員志望者の
ために人事院や各自治体等の担当者による
説明会を、秋および春に行っています。ただ、
受験対策はできるだけ早期からエクステン
ション・リードセンターの対策講座を受講

することをおすすめします。また、教員志望
者のために教員採用試験対策講座と対策セ
ミナー、教員採用試験学内説明会をキャリ
アセンターで行っています。

Ａ．春・秋学期ごとに募集します。応募の
方法などについては、インフォメーション
システムでお知らせしますので、随時確認
してください。
平成19年度春学期の募集は締め切りま

したが、授業改善などに興味がある学生の
みなさんは、ぜひ秋学期の「授業支援ＳＡ」
に応募して、より質の高い授業作りに参画
してほしいと思います。

Ａ．授業支援ステーションは、千里山キャ
ンパスの各学舎に設置されています。
学生のみなさんには、履修・学期末試験を

除く授業に関する軽易な相談、拾得物の受
渡し、演習資料などの印刷、資料の配布、平
常授業期間中のレポート提出や返却、イン
フォメーションシステムなどの操作方法の
説明といった業務を行っています。
先生には、「授業支援SA」を配置し、授業

開始時の教室でのAV機器類の設置補助、教
室での資料配付・回収の補助、レポートの回
収・整理など、円滑にかつ効果的に授業を実
施できるよう支援しています。
また、先生からのさまざまなニーズに応

えるべく、「アドバイザリースタッフ」も配
置しており、授業改善策の相談や学習コン
テンツ作成の補助も行っています。

授業支援ステーションはどのような窓口ですか。Ｑ

Ｑ どうすれば「授業支援ＳＡ」になれますか。

教務センター
相馬さんに
聞きました

授業支援ステーション
について

キャリアセンター
事務室
間嶋さんに
聞きました

進路・インターシップなど
について

Ｑ

キャリアデザインルームとは何ですか。Ｑ
Ａ．キャリアデザインルーム（進路支援室）
は、新関西大学会館北棟（正門入って左側の
建物）の３階にあります。ここでは、キャリ
アデザインアドバイザーという専門家の先
生が、みなさんの将来に関する悩みや不安

を一緒に考え、アドバイスする「キャリア相
談」を行っています。併せて、教員をめざす
人向けの「教職相談」も、専門のアドバイザ
ーの先生が担当していますので、気軽に訪
れてください。

各種証明書発行・教職課程・
住所変更などについて 高槻キャンパスについて

（４）平成１９年（２００７年）４月１日第 ３４３ 号（７）
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今
年
も
恒
例
の
「
文
化
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
四
月
十
六
日

（
月
）
〜
五
月
二
日
（
水
）
の

期
間
中
、
昼
休
み
の
時
間
帯
を

中
心
に
開
催
さ
れ
る
。

文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

第
一
部
文
化
会
に
所
属
し
て
い

る
団
体
が
一
堂
に
会
し
、
本
学

の
文
化
芸
術
活
動
の
担
い
手
と

し
て
、
文
化
会
の
よ
り
一
層
の

結
束
を
図
り
、
文
化
会
内
外
に

そ
の
日
常
の
活
動
成
果
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的
に
繰
り

広
げ
ら
れ
る
一
大
イ
ベ
ン
ト

だ
。総

合
図
書
館
前
の
メ
イ
ン
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
Ｋ
Ｕ
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
で
の
公
演
、
凜
風

館
で
の
公
演
・
展
示
、
キ
ャ
ン

パ
ス
内
各
所
で
の
展
示
等
、
団

体
ご
と
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
発

表
が
あ
る
。

文
化
会
全
体
の
統
一
企
画
と

し
て
は
、
文
化
会
音
楽
系
団
体

の
合
同
演
奏
会
や
、
伝
統
芸
能

系
団
体
に
よ
る
「
和
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
」、「
Ｊ
ｏ
ｙ
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
各
団
体
が
対
決

す
る
新
企
画
や
豪
華
商
品
が
当

た
る
参
加
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

な
ど
、
文
化
会
各
団
体
協
力
の

も
と
内
容
の
充
実
し
た
多
様
な

企
画
を
行
う
。

ま
た
と
な
い
機
会
な
の
で
、

本
学
第
一
部
文
化
会
全
二
十
七

団
体
が
総
力
を
結
集
し
て
開
催

す
る
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
ほ

し
い
。詳
細
は
、文
化
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
（
誠
之
館

三
号
館
新
館
一
階
文
化
会
本
部

室
）ま
で
問
い
合
わ
せ
の
こ
と
。

（
学
生
生
活
課
）

テ
レ
ビ
も
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
も

な
か
っ
た
時
代
、
子
ど
も
の
遊

び
と
い
え
ば
、
空
き
地
や
原
っ

ぱ
で
の
鬼
ご
っ
こ
や
か
く
れ
ん

ぼ
、
軒
先
で
の
手
ま
り
、
そ
し

て
四
季
折
々
の
豊
か
な
遊
び
が

あ
っ
た
。
み
な
さ
ん
も
子
ど
も

の
頃
、
日
が
暮
れ
る
ま
で
夢
中

で
遊
ん
だ
記
憶
が
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

今
回
の
展
示
で
は
、江
戸
後
期

か
ら
明
治
・
大
正
に
か
け
て
の

「
子
ど
も
の
遊
び
と
絵
本
」を
テ

ー
マ
に
、
江
戸
期
の
子
ど
も
向

け
読
み
物
と
し
て
の
挿
絵
入
り

の
本
を
始
め
、
大
正
期
の
ロ
ン

グ
セ
ラ
ー
本
で
少
年
た
ち
に
大

人
気
で
あ
っ
た
立
川
文
庫
や
お

も
ち
ゃ
絵
な
ど
を
紹
介
す
る
。

本
学
図
書
館
で
は
、
大
阪
文

芸
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に

川
崎
巨
泉
の
描
い
た
「
お
も
ち

ゃ
絵
」
と
称
す
る
作
品
を
所
蔵

し
て
お
り
、
こ
の
機
会
に
展
示

す
る
。
「
十
二
月
玩
具
短
冊

帖
」「
お
も
ち
ゃ
十
二
支
」
な

ど
、
手
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る

素
朴
な
郷
土
玩
具
を
題
材
と
し

た
肉
筆
絵
や
木
版
画
な
の
で
、

見
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
も

の
と
思
っ
て
い
る
。
川
崎
巨
泉

（
一
八
七
七
〜
一
九
四
二
）

は
、
大
阪
で
活
躍
し
た
歌
川
派

の
画
家
で
、
か
つ
て
の
日
本
の

伝
統
的
な
お
も
ち
ゃ
で
あ
る
郷

土
玩
具
が
消
え
て
い
く
の
を
惜

し
み
、
収
集
し
て
は
精
力
的
に

描
き
続
け
、
多
く
の
作
品
に
解

説
を
残
し
て
い
る
。

お
も
ち
ゃ
絵
と
は
、
も
と
も

と
子
ど
も
用
の
遊
べ
る
錦
絵
の

こ
と
で
、
な
か
に
は
実
際
に
子

ど
も
が
手
に
取
っ
て
遊
べ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。
錦
絵
を
切

り
抜
い
て
組
み
立
て
て
遊
ぶ
大

阪
発
祥
の
「
立
版
古
」、
今
で
言

う
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
か

る
た
、
双
六
、
な
ぞ
な
ぞ
尽
く

し
、
と
い
っ
た
も
の
も
含
ま
れ

る
が
、
現
在
ま
で
残
っ
て
い
る

も
の
は
少
な
い
。

い
つ
の
時
代
も
、
お
も
ち
ゃ

や
絵
本
な
ど
、
遊
び
は
子
ど
も

の
夢
を
か
き
た
て
る
。
子
ど
も

の
遊
び
は
、
そ
の
時
代
の
技
術

や
文
化
を
反
映
し
て
い
る
が
、

当
時
の
日
本
に
お
け
る
子
ど
も

の
豊
か
な
遊
び
の
文
化
と
子
ど

も
の
成
長
を
育
む
大
人
の
姿
や

そ
の
愛
情
を
感
じ
て
い
た
だ
け

る
も
の
と
思
う
。

会

期
�
四
月
一
日
（
日
）
〜

五
月
二
十
日
（
日
）

会

場
�
展
示
室
（
関
西
大
学

総
合
図
書
館
一
階
）

（
図
書
館
）

魚釣り玩具（川崎巨泉画）

学
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
入

生
へ
の
歓
迎
と
学
生
ス
ポ
ー
ツ

文
化
の
振
興
お
よ
び
学
内
の
活

性
化
を
目
的
に
し
た
イ
ベ
ン
ト

「
関
大
生
を
実
感
し
よ
う
�
」

を
、
本
学
体
育
会
の
主
催
行
事

と
し
て
開
催
す
る
。
今
年
度

は
、
体
育
会
の
中
で
も
伝
統
と

高
い
競
技
力
が
あ
り
、
か
つ
学

生
に
も
人
気
の
あ
る
次
の
三
種

目
で
開
催
す
る
の
で
、
ふ
る
っ

て
参
加
し
て
ほ
し
い
。

１
�
サ
ッ
カ
ー
部

「
新
入
生
歓
迎
試
合
」
と
し
た

大
阪
産
業
大
学
と
の
交
流
試
合

〈
四
月
二
日
（
月
）
十
五
時
〜

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
中
央
グ

ラ
ウ
ン
ド
〉

２
�
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部

織
田
信
成
さ
ん
（
文
三
）
を

は
じ
め
と
し
た
本
学
を
代
表
す

る
ト
ッ
プ
ス
ケ
ー
タ
ー
た
ち
に

よ
る
「
ア
イ
ス
シ
ョ
ー
」〈
四
月

八
日
（
日
）

関
西
大
学
ア
イ

ス
ア
リ
ー
ナ
〉

３
�
野
球
部

「
伝
統
の
関
関
戦
を
み
ん
な

で
盛
上
げ
よ
う
�
」
と
題
し

た
、
関
西
学
生
野
球
六
大
学
春

季
リ
ー
グ
公
式
戦
〈
五
月
十
一

日
（
金
）、
十
二
日
（
土
）
十
二

時
三
十
分
〜

阪
神
甲
子
園
球

場
〉な

お
、「
ア
イ
ス
シ
ョ
ー
」

は
、
四
月
二
日
（
受
付
時
間
十

一
時
〜
十
六
時
）、
新
関
西
大
学

会
館
北
棟
一
階
に
て
、
先
着
順

で
参
加
受
付
を
行
う
。

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

○
文
学
部
教
授

澤
井
繁
男
著

『
天
使
の
狂
詩
曲
』

（
平
成
十
九
年
三
月
一
日
・
未

知
谷
・
定
価
二
千
百
円
�
税

込
�
）

○
総
合
情
報
学
部
教
授

岩
田

（
山
名
）
年
浩
著

『
経
済
学
教
育
論
の
研
究
〔
増

補
版
〕』

（
平
成
十
九
年
三
月
二
十
二
日

・
関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
三

千
九
百
九
十
円
�
税
込
�
）

こ
の
た
び
、
政
策
創
造
学
部

の
開
設
に
あ
た
り
、
そ
の
主
た

る
教
育
の
場
と
し
て
、
第
一
学

舎
五
号
館
が
竣
工
し
た
。

第
一
学
舎
五
号
館
は
、

地
上
六
階
建
て
で
延
床
面

積
約
九
千
五
百
十
九
平
方

�
を
有
し
、
移
動
式
電
子

白
板
と
高
輝
度
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た

少
人
数
教
室
十
五
室
、
大

型
イ
ン
チ
ス
ク
リ
ー
ン
の

設
置
や
、
超
高
輝
度
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
よ
り
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
機
能

を
充
実
さ
せ
た
大
・
中
規

模
教
室
九
室
、
教
員
と
学

生
が
双
方
向
に
情
報
を
や
り
取

り
で
き
る
情
報
処
理
教
室
四
室

等
の
施
設
が
配
置
さ
れ
て
い

る
。三

月
十
二
日
に
執
り
行
わ
れ

た
竣
工
式
に
は
森
本
靖
一
郎
理

事
長
、
河
田
悌
一
学
長
を
は
じ

め
、
大
学
お
よ
び
工
事
関
係
者

の
ほ
か
、
来
賓
を
含
め
、
約
二

百
人
が
出
席
し
、
建
物
の
完
成

を
祝
っ
た
。

な
お
、
こ
の
建
物
は
千
里
山

キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
で
最
も
阪
急

千
里
山
駅
に
近
い
た
め
、
こ
の

方
面
か
ら
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
と

し
て
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
に

な
る
。

課外活動行事予定（４／１～５／１６）
◆馬術部
大阪グランプリスプリング大会
（ＣＳＩ―Ｗ）
４／１（日）
杉谷馬事公苑
第９回みっきぃホースフェスティバル
４／２８（土）～３０（月・祝）
三木ホースランドパーク
第４２回全関西学生馬術大会
５／２（水）～４（金・祝）
三木ホースランドパーク

◆アイススケート部
関関戦
４／１（日）
神戸ポートアイランドスポーツセンタ
ー

◆漕艇部
第１３回桜杯レガッタ
４／１（日）
第６０回大阪シティレガッタ
４／７（土）・８（日）
桜ノ宮・大川
第６０回朝日レガッタ
５／３（木・祝）～６（日）
滋賀県・瀬田川

◆第１部 軽音楽部
ゲリラライブ（新入生オリエンテーシ
ョン行事）
４／１（日）～５（木）
千里山キャンパス 総合図書館前
新歓ライブ
４／２８（土）
◆準硬式野球部
春季リーグ戦（対大阪大）
４／４（水）・５（木）
西京極球場
春季リーグ戦（対神戸大）
４／１０（火）・１１（水）
豊中ローズ球場
春季リーグ戦（対同志社大）
４／１７（火）・１８（水）
豊中ローズ球場
春季リーグ戦（対関西学院大）
４／２５（水）・２６（木）
西京極球場

◆バスケットボール部
四私大定期戦
４／７（土）～８（日）
同志社大学体育館
第２８回全関西女子学生バスケットボー
ル選手権大会
４／１５（日）～５／６（日）
未定（各大学体育館）
関西学生バスケットボール選手権大会
４／２１（土）～５／５（土・祝）
近畿大学、東淀川体育館
慶関定期戦
５／１２（土）・１３（日）
千里山キャンパス中央体育館

◆野球部
関西学生野球六大学春季リーグ戦

（対同志社大）
４／７（土）～９（月）
西京極球場
関西学生野球六大学春季リーグ戦
（対立命館大）
４／１８（水）～２０（金）
西京極球場
関西学生野球六大学春季リーグ戦
（対近畿大）
４／２８（土）～３０（月・祝）
皇子山球場
関西学生野球六大学春季リーグ戦
（対関西学院大）
５／１１（金）～１３（日）
甲子園球場
◆柔道部
寺島杯争奪柔道大会
４／８（日）
報徳学園柔道場
◆ハンドボール部
関西学生ハンドボール春季リーグ戦
４／８（日）～５／１９（土）
グリーンアリーナ神戸
大阪体育大学なみはやドーム他
◆茶道部
スプリングフェスティバル野点コーナ
ー
４／８（日）
千里山キャンパス スプリングフェス
ティバル会場
◆マンドリンクラブ
大阪学生マンドリン連盟合同演奏会
４／８（日）
厚生年金会館大ホール
◆陸上競技部
大阪学生陸上競技対抗選手権大会
４／９（月）・１０（火）
鴻ノ池陸上競技場
◆バドミントン部
大阪学生選手権
４／１０（火）～１９（木）
大阪中央体育館、東淀川体育館
関西学生バドミントン春季リーグ戦
開催日、会場ともに未定
◆拳法部
第１１回西日本学生拳法選手権大会
４／１５（日）
大阪府立体育館
◆ユネスコ研究部
ユネスコスクール
４／１５（日）
千里市民センター図工室
子どもカーニバル
５／５（土・祝）
北千里公園
◆ソフトテニス部
関西学生ソフトテニス選手権大会
４／２１（土）・２２（日）
関西大学ソフトテニス春季リーグ戦
４／２８（土）・２９（日）
福知山三段池コート、福知山市営コー

ト
◆卓球部
第４９回関西学生卓球新人大会
４／２１（土）・２２（日）
松下電器体育館
関西学生卓球春季リーグ戦
４／２９（日）～５／１３（日）
近畿大学記念会館、京都府立体育館
◆演劇研究部「学園座」
新入生歓迎公演
４／２１（土）～２３（月）
ＫＵシンフォニーホール
◆アメリカンフットボール部
定期戦（対法政大）
４／２２（日）
千里山キャンパス中央グラウンド
オープン戦（対龍谷大）
５／３（木・祝）
千里山キャンパス中央グラウンド
◆剣道部
大阪府学生剣道大会
４／２２（日）
摂南大学
◆バレーボール部
関西大学バレーボール連盟 春季リー
グ戦
４／２２（日）～５／２７（日）
本学他
◆テニス部
関西学生春季テニストーナメント予選
４／２８（土）～５／７（月）
各大学
◆弓道部
住吉大社遠的大会
５／１（火）
住吉大社弓道場
関関同立弓道選手権大会
５／３（木・祝）
同志社大学弓道場
大阪府学生弓道選手権大会
５／１３（日）
大阪城弓道場
◆美術部
回生展
５／２（水）～６（日）
吹田メイシアター
◆射撃部
第５４回関西ライフル射撃選手権
第１３回全関西女子学生ライフル射撃選
手権大会
５／１０（木）～１２（土）
能勢町スポーツセンター内ライフル射
撃場
◆書道部
二回生展
５／１０（木）～１２（土）
千里山キャンパス 凜風館１階学生ラ
ウンジ（予定）
◆合気道部
合気道京都遠部大会
５／１３（日）
旧武徳殿
◆ボクシング部
近畿リーグ戦
５／１３（日）

●
「
関
西
大
学
ア
イ
ス
ア
リ
ー

ナ
」
を
地
域
社
会
に
開
放

本
学
で
は
、
高
槻
キ
ャ
ン
パ

ス
に
あ
る
「
関
西
大
学
ア
イ
ス

ア
リ
ー
ナ
」を
、高
槻
市
民
を
は

じ
め
地
域
社
会
に
開
放
し
て
い

く
。四
月
か
ら
は
、高
槻
市
在
住

の
一
般
市
民
対
象
の
ス
ケ
ー
ト

教
室
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
や
フ

ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
な
ど
の
ト

ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
ウ
イ

ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ー
、
そ

し
て
、
小
学
生
を
対
象
と
す
る

優
先
開
放
デ
ー
な
ど
を
順
次
、

企
画
・
開
催
す
る
こ
と
で
、地
域

社
会
に
根
付
い
た
ア
イ
ス
ス
ケ

ー
ト
リ
ン
ク
を
め
ざ
す
。「
関
西

大
学
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
」は
、日

本
で
初
め
て
大
学
が
所
有
す
る

国
際
競
技
規
格
の
通
年
型
ア
イ

ス
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
と
し
て
昨

年
七
月
に
竣
工
。以
来
、主
に
本

学
の
正
課
体
育
や
ア
イ
ス
ス
ケ

ー
ト
部
、ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
、

さ
ら
に
は
他
大
学
や
ジ
ュ
ニ
ア

の
ク
ラ
ブ
な
ど
が
練
習
場
と
し

て
利
用
し
て
い
る
。今
後
、本
学

で
は
徐
々
に「
関
西
大
学
ア
イ
ス

ア
リ
ー
ナ
」
を
開
放
す
る
対
象

を
広
げ
、
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
の

魅
力
を
広
く
伝
え
る
こ
と
で
、

関
西
の
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
人
口

の
拡
大
に
貢
献
し
、
ア
イ
ス
ス

ケ
ー
ト
競
技
の
底
上
げ
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

●
「
関
西
大
学
ネ
ッ
ク
レ
ス
・

セ
ミ
ナ
ー
」
を
新
た
に
開
講

本
学
で
は
「
社
会
貢
献
」
を

大
学
の
重
点
目
標
の
一
つ
に
掲

げ
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た
高

大
連
携
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
十
九
年
度
に
は
、
新
た
に

「
関
西
大
学
ネ
ッ
ク
レ
ス
・
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
講
す
る
。
真
珠

の
一
粒
一
粒
の
よ
う
に
磨
か
れ

た
講
義
を
ネ
ッ
ク
レ
ス
の
よ
う

に
連
ね
る
こ
と
で
、
高
校
生
の

み
な
さ
ん
に
本
学
教
員
か
ら
学

び
の
楽
し
さ
に
つ
い
て
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
る
、
と
い
う
の

が
本
セ
ミ
ナ
ー
の
趣
旨
。
本
学

教
員
が
高
校
生
の
た
め
に
設
計

し
た
、
リ
レ
ー
講
義
を
受
け
る

こ
と
で
、
興
味
の
あ
る
分
野
の

全
体
像
を
体
系
的
に
経
験
し
て

も
ら
う
。
本
年
度
は
文
学
部
と

理
工
系
三
学
部
が
、
春
と
秋
、

二
回
に
わ
た
っ
て
本
セ
ミ
ナ
ー

を
開
講
す
る
予
定
。
各
セ
ミ
ナ

ー
は
土
曜
日
の
午
後
に
開
か
れ

る
講
義
か
ら
な
り
、
高
校
生
に

も
参
加
し
や
す
い
日
程
と
な
っ

て
い
る
。

２２２２tthh文文化化フフェェスステティィババルル
～～ぼぼんんじじゅゅーーるる♪♪文文化化系系ピピーーププルル～～

開催期間 ４月１６日（月）～５月２日（水）

関
大
生
を
実
感

体
育
会
主
催
の
行
事
で

関
大
ス
ポ
ー
ツ
を
応
援
し
よ
う

春季特別展

「
子
ど
も
の
遊
び
と
絵
本

―
近
世
・
近
代
を
中
心
に
―
」
を
開
催

第
一
学
舎
五
号
館
が
竣
工

平成１９年（２００７年）４月１日第 ３４３ 号（５）
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豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊かかかかかかかかかかかななななななななななな経経経経経経経経経経経験験験験験験験験験験験活活活活活活活活活活活かかかかかかかかかかかしししししししししししててててててててててて豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかなななななななななななななななななななななな経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかししししししししししししししししししししししてててててててててててててててててててててて

【パネリスト】

入学おめでとう。大学生として最初の第一歩を歩み始めるあなた
に、私たちは新入生オリエンテーション期間を設けて、各種のガイ
ダンスとサポート、人権をテーマとする講演やスポーツ観戦など、
さまざまな歓迎行事を工夫して実施する。大学生になって初心を固
めるこの時期に、大学との豊かな出会いを経験し、希望あふれる学
生生活をスタートしてほしい。各学部が、あなたのために準備した
催しを次に紹介する。積極的な参加を望む。（副学長 芝井 敬司）

日
本
で
も
検
討
は
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
い
ま
だ
立
ち
上

が
っ
て
い
な
い
の
が
、
国
連
が
提
唱
す
る
国
内
人
権
機
関
で

あ
る
が
、
韓
国
で
は
す
で
に
二
〇
〇
一
年
か
ら
「
国
家
人
権

委
員
会
」
が
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
活
動
の
内
容
は
、
人
権

政
策
に
対
す
る
勧
告
、
人
権
侵
害
事
件
に
対
す
る
調
査
、
人

権
教
育
お
よ
び
国
内
外
の
協
力
に
分
類
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
、
国
家
人
権
委
員
会
が
二
千
余
の
事
件
に
つ
い

て
調
査
し
、
勧
告
を
行
っ
て
き
た
事
例
を
取
り
上
げ
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
大
学
で
学
ぶ
み
な
さ
ん
と
人
権
に
つ
い
て
考

え
た
い
と
思
う
。（
以
上
、
講
師
に
よ
る
講
演
骨
子
）

講
師
の
朴
氏
は
、
弁
護
士
と
し
て
国
家
人
権
委
員
会
（
韓

国
）
の
委
員
を
務
め
、
そ
の
後
、
本
学
の
国
際
交
流
協
定
校

で
あ
る
韓
国
の
漢
陽
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
る
。
主
な
著

書
に
『
国
際
人
権
法
と
韓
国
の
未
来
』（
現
代
人
文
社
、
一
九

九
四
年
）
が
あ
る
。

【
日
時
】
四
月
二
日
（
月
）
十
三
時
三
十
分
〜
十
五
時

【
場
所
】
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

第
一
学
舎

Ｂ
一
〇
二
教
室

【
講
師
】
韓
国
・
漢
陽
大
学
教
授

朴

燦
運
（
パ
ク
・
チ

ャ
ン
ウ
ン
）
氏

直
木
賞
作
家
�
村
薫
氏
の
代
表
作
『
マ
ー
ク
ス
の
山
』（
講

談
社
文
庫
）
・
『
リ
ヴ
ィ
エ
ラ
を
撃
て
』（
新
潮
文
庫
）
な
ど

は
既
に
お
読
み
の
人
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
近
作
で
は
『
新
リ

ア
王
』（
新
潮
社
刊
）
が
評
判
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、『
新

潮
』
誌
に
「
太
陽
を
曳
く
馬
」
を
好
評
連
載
中
で
あ
る
。

氏
の
作
品
は
、
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
と
緻
密
な
構
成
、
鋭
く

深
遠
な
観
察
力
・
洞
察
力
に
基
づ
く
、
深
み
の
あ
る
独
自
の

表
現
、
鋭
い
描
写
が
魅
力
的
で
あ
る
。

今
回
の
講
演
で
は
「
文
学
が
表
現
す
る
も
の
は
何
か
。
文

学
の
拓
（
ひ
ら
）
く
世
界
を
深
く
知
る
こ
と
と
は
、
い
っ
た

い
い
か
な
る
こ
と
な
の
か
」
な
ど
の
問
題
に
も
説
き
及
ば
れ

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
の
講
演
が
、
こ
れ
か
ら
文
学
部
で
学
ぶ
こ
と
に
な
る
新

入
生
の
み
な
さ
ん
の
一
助
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
み
な
さ

ん
の
心
に
火
を
つ
け
、
深
い
感
銘
を
与
え
る
こ
と
と
確
信
し

て
い
る
。

【
日
時
】
四
月
二
日
（
月
）
九
時
三
十
分
〜
十
一
時

【
場
所
】
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

中
央
体
育
館

メ
イ
ン
ア

リ
ー
ナ

【
講
師
】
作
家

�
村

薫
氏

私
は
、
こ
の
三
十
数
年
間
、
モ
ン
ゴ
ル
の
遊
牧
地
域
、
そ

し
て
、
日
本
の
農
山
村
の
調
査
を
し
て
き
た
。

今
回
の
講
演
で
は
、
山
岳
・
砂
漠
の
村
で
一
年
間
、
遊
牧

民
家
族
と
生
活
を
共
に
し
制
作
し
た
映
画
『
四
季
・
遊
牧
』

の
一
部
を
、
ま
ず
は
じ
め
に
観
て
ほ
し
い
と
思
う
。

私
た
ち
は
、「
輸
入
し
て
ま
で
食
べ
残
す
不
思
議
な
国
」
に

暮
ら
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
。
こ

の
映
画
は
、
瞬
時
に
し
て
、
そ
れ
が
当
た
り
前
で
は
な
い
こ

と
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
。
そ
し
て「
人
間
」と
は
、「
家
族
」

と
は
一
体
何
か
を
、あ
ら
た
め
て
問
い
直
し
、
私
た
ち
の
社
会

は
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
る
よ
う
迫
っ
て
く
る
。

今
、
世
界
は
、
市
場
原
理
を
至
上
と
見
な
し
、
大
量
生
産

・
大
量
浪
費
型
の「
拡
大
経
済
」に
躍
起
に
な
っ
て
い
る
。
大

地
か
ら
遊
離
し
、
科
学
技
術
に
固
め
ら
れ
た
「
虚
構
の
生

活
」
が
、
は
た
し
て
人
間
を
幸
福
に
で
き
る
の
か
。今
、こ
の

こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
。学
ぶ
と
は
誠
実
を
胸
に
刻
む
こ
と
。

い
つ
ま
で
も
根
源
的
な
問
い
を
忘
れ
ず
に
学
ん
で
ほ
し
い
。

【
日
時
】
四
月
二
日
（
月
）
十
一
時
〜
十
二
時
三
十
分

【
場
所
】
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

第
二
学
舎
三
号
館
Ｅ
三
〇

一
教
室

【
講
師
】
滋
賀
県
立
大
学
名
誉
教
授

小
貫

雅
男
氏

商
学
部
で
は
新
入
生
歓
迎
行
事
と
し
て
、
尼
崎
市
長
の
白

井
文
氏
を
迎
え
、
講
演
会
を
実
施
す
る
。
タ
イ
ト
ル
は
『
Ｌ

ｅ
ｔ
Ｕ
ｓ
Ｂ
ｅ
ｇ
ｉ
ｎ
�
』。

こ
の
タ
イ
ト
ル
に
決
ま
っ
た
経
緯
は
、
新
入
生
に
前
向
き

に
生
き
て
ほ
し
い
と
い
う
学
部
か
ら
の
テ
ー
マ
依
頼
に
対
し

て
、
新
し
い
人
生
を
迎
え
る
新
入
生
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と

い
う
理
由
か
ら
白
石
氏
に
よ
り
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

白
井
氏
は
、
全
日
空
フ
ラ
イ
ト
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
、
人
材
育

成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
経
て
平
成
五
年
か
ら
尼
崎
市
議
会
議

員
を
二
期
務
め
た
あ
と
、
平
成
十
四
年
に
尼
崎
市
長
に
立
候

補
し
て
初
当
選
。
そ
し
て
昨
年
、
尼
崎
市
長
選
史
上
最
高
得

票
を
獲
得
し
て
再
選
さ
れ
た
。
赤
字
財
政
に
あ
る
尼
崎
市
を

立
て
直
す
た
め
に
、
自
ら
の
退
職
金
を
カ
ッ
ト
す
る
な
ど
、

情
報
公
開
を
徹
底
し
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
困
難
に
立
ち
向
か

っ
て
い
る
。
そ
ん
な
元
気
で
常
に
前
向
き
に
活
躍
さ
れ
て
い

る
白
井
氏
の
講
演
は
、
商
学
部
の
新
入
生
に
き
っ
と
感
銘
を

与
え
る
こ
と
だ
と
思
う
。

【
日
時
】
四
月
一
日
（
日
）
十
六
時
〜
十
七
時

【
場
所
】
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

第
二
学
舎
四
号
館
Ｂ
Ｉ
Ｇ

ホ
ー
ル
１００

【
講
師
】
尼
崎
市
長

白
井

文
氏

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ

Ｓ
）
神
戸
の
理
事
長
、
中
村
順
子
氏
を
迎
え
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
の
団
体
と
し
て
一
九
八
六
年
発
足
し

た
Ｃ
Ｓ
神
戸
は
、「
共
生
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り
」
や
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
手
法
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
」
を
実
現
す
る
た
め
の

団
体
立
ち
上
げ
や
運
営
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
地
域
の
「
自

立
と
共
生
」
実
現
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
中
村
氏
か
ら
講

演
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
日
本
映
画
監
督
協
会
理
事
長
の
崔
洋

一
氏
を
迎
え
る
。「
月
は
ど
っ
ち
に
出
て
い
る
」
や
「
血
と

骨
」
な
ど
多
数
の
作
品
の
あ
る
崔
監
督
は
、
そ
の
作
品
に
お

い
て
日
本
社
会
に
生
き
る
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
少
数

者
）
の
姿
を
暖
か
い
ま
な
ざ
し
で
時
に
お
か
し
く
、
時
に
悲

し
く
描
い
て
き
た
。
彼
ら
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
は
何
か
、
彼
ら

を
描
く
意
味
は
何
か
に
つ
い
て
考
え
て
ほ
し
い
。

【
日
時
】
四
月
一
日
（
日
）
入
学
式
終
了
後

【
場
所
】
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

第
三
学
舎

【
講
師
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

神
戸
理
事
長

中
村
順
子
氏
（
社
会
学
／
社
会
シ

ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
専
攻
・
一
〇
一
教
室
）、
映
画
監

督

崔

洋
一
氏
（
心
理
学
／
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
専
攻
・
ソ
シ
オ
Ａ
Ｖ
大
ホ
ー
ル
）

香
川
教
授
の
問
題
意
識
と
研
究
の
視
点
は
「
ア
ジ
ア
」
に

向
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ
に
わ
れ
わ
れ
の
抱
え
る
問
題
の
「
本

質
」
が
隠
さ
れ
、
今
日
と
将
来
の
人
び
と
の
平
等
で
豊
か
な

関
係
性
構
築
の
手
が
か
り
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
公
式
サ
ッ

カ
ー
ボ
ー
ル
の
生
産
が
主
と
し
て
南
ア
ジ
ア
の
児
童
労
働
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
解
決
へ
の
取
り
組
み
に
国

際
サ
ッ
カ
ー
連
盟
、
そ
し
て
関
係
企
業
も
一
定
の
積
極
的
役

割
を
果
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
論
文
は
大
き
な
反
響
を

よ
び
、こ
の
問
題
は
テ
レ
ビ
の
特
集
番
組
と
も
な
っ
た
。教
授

は
、「
ア
ジ
ア
」
を
安
価
な
労
働
力
提
供
の
場
、
あ
る
い
は
こ

れ
か
ら
の
巨
大
市
場
だ
と
の
み
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
そ

こ
に
あ
る
人
間
力
を
育
み
、
持
続
的
な
発
展
を
は
か
る
こ
と

こ
そ
が
企
業
の
社
会
的
責
任
で
あ
る
こ
と
を
明
快
に
説
く
。

講
演
で
は
、
代
表
的
な
企
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
多
く
の

具
体
例
（
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
含
め
て
）
が
示
さ
れ
る
こ
と
と
な

ろ
う
。
大
学
教
授
と
し
て
は
じ
め
て
ベ
ト
ナ
ム
公
使
を
務
め

た
教
授
の
経
験
を
ふ
ま
え
た
主
張
に
は
説
得
力
が
あ
る
。

【
日
時
】
四
月
三
日
（
火
）
十
時
三
十
分
〜
正
午

【
場
所
】
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

第
一
学
舎
五
号
館
Ｅ
四
〇

一
、
四
〇
二
教
室
（
映
像
中
継
）

【
講
師
】
大
阪
女
学
院
大
学
教
授

香
川

孝
三
氏

今
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
率
は
七
〇
％
に
な
ろ
う

と
し
て
い
る
。
こ
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら
得
ら
れ
る
情
報

は
、
若
者
だ
け
で
は
な
く
、
年
齢
や
性
別
、
能
力
も
違
う
多

様
な
人
び
と
が
利
用
し
て
い
る
。
特
に
障
害
を
持
つ
人
や
高

齢
者
な
ど
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
動
く
事
の
難
し
い
人
に
と
っ
て

は
重
要
な
情
報
源
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
制
作
者
の
中
に
は
多
様
な
人

び
と
が
利
用
す
る
上
で
必
要
な
技
術
を
知
ら
ず
に
作
成
を
し

て
い
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。

日
本
で
も
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
が
Ｊ

Ｉ
Ｓ
化
さ
れ
、
特
に
公
共
性
の
高
い
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
は
多
様

な
人
び
と
が
使
え
る
よ
う
に
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
に
す
る
事
が
要

求
さ
れ
て
い
る
。

講
演
で
は
、
ど
の
よ
う
な
人
が
利
用
上
で
問
題
を
抱
え
て

い
る
か
や
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
事
例
を
通
し
て
問
題
点
な
ど

を
話
し
た
い
と
思
う
。

【
日
時
】
四
月
二
日
（
月
）
十
三
時
〜
十
四
時
三
十
分

【
場
所
】
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス

Ｅ
棟
情
報
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

【
講
師
】
株
式
会
社
ユ
ー
デ
ィ
ッ
ト

主
任
研
究
員

濱
田

英
雄
氏

工
学
部
は
昭
和
三
十
三
年
の
創
立
以
来
、『
人
間
性

の
育
成
と
活
力
・
創
造
性
あ
ふ
れ
る
技
術
者
の
養

成
』
を
教
育
理
念
と
し
、
教
育
研
究
内
容
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
の
理
念
を
継
承
し
、
さ
ら
に

発
展
さ
せ
る
た
め
、
工
学
部
十
一
学
科
を
改
編
し
て

新
た
に
三
学
部
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
。

新
三
学
部
の
第
一
期
生
を
迎
え
新
た
な
歴
史
を
拓

く
こ
の
日
を
記
念
し
、
三
学
部
の
学
部
長
と
工
学
部

の
先
輩
や
卒
業
生
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ

り
、各
学
部
の
特
徴
や
四
年
間
の
学
習
活
動
等
を
紹
介
す
る
。

さ
ら
に
、技
術
者
・
研
究
者
に
求
め
ら
れ
る「
倫
理
」に
つ
い
て

の
議
論
を
通
じ
て
、「
二
十
一
世
紀
に
求
め
ら
れ
る
技
術
者
・
研

究
者
」に
つ
い
て
新
入
生
と
一
緒
に
考
え
る
機
会
と
し
た
い
。

【
日
時
】
四
月
一
日
（
日
）
学
部
案
内
終
了
後

【
場
所
】
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

中
央
体
育
館

小
澤

守

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
長

楠
見

晴
重

環
境
都
市
工
学
部
長

土
戸

哲
明

化
学
生
命
工
学
部
長

河
本

浩
昭
氏

工
学
部
土
木
工
学
科
平
成
十
年
三
月
卒
業

笹
谷

晴
恵
さ
ん

工
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
在
学

飯
尾

剛
範
さ
ん

工
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
課
程
在
学

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ー

ド
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
年
次
生

か
ら
専
門
的
な
資
格
取
得
や
国

家
試
験
合
格
の
実
力
を
養
成
す

る
た
め
の
講
座
を
開
い
て
い
ま

す
。
卒
業
後
の
可
能
性
を
最
大

限
に
広
げ
る
た
め
、
ぜ
ひ
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

レ
ベ
ル
に
合
っ
た
ク
ラ
ス
で
受

講
で
き
る
英
語
講
座

多
く
の
企
業
で
昇
進
要
件
と

さ
れ
る
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
�

と
留
学
に

必
須
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
�

の
各
テ
ス

ト
対
策
コ
ー
ス
で
、
実
力
に
合

っ
た
ク
ラ
ス
を
受
講
し
、
真
の

英
語
力
を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ

い
。

レ
ベ
ル
や
目
的
に
応
じ
た
情
報

処
理
講
座

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
な
ど
ス
キ
ル
習

得
が
目
的
の
コ
ー
ス
と
、
パ
ソ

コ
ン
検
定
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

オ
フ
ィ
ス

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
、
初
級
シ
ス
ア
ド
、
基
本
情

報
技
術
者
な
ど
の
試
験
対
策
コ

ー
ス
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

め
ざ
す
職
種
ご
と
に
受
講
で
き

る
公
務
員
講
座

「
公
務
員
講
座
」
で
は
行
政

職
公
務
員
を
め
ざ
す
人
の
「
国

�
・
地
方
上
級
対
策
講
座
」「
国

�
対
策
講
座
」、
技
術
職
公
務
員

を
め
ざ
す
人
の
「
技
術
系
対
策

講
座
」「
土
木
職
対
策
講
座
」、

心
理
職
公
務
員
を
め
ざ
す
人
の

「
心
理
職
対
策
講
座
」
の
他

に
、
す
べ
て
の
公
務
員
で
出
題

さ
れ
る
教
養
科
目
の
対
策
と
し

て
「
教
養
対
策
講
座
」
を
開
講

し
て
い
ま
す
。
各
自
の
め
ざ
す

職
種
に
合
っ
た
講
座
を
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。

公
認
会
計
士
・
税
理
士
受
験
を

簿
記
検
定
講
座
か
ら
支
援

「
公
認
会
計
士
入
門
講
座
」

で
は
必
須
科
目
の
基
礎
を
学

び
、
難
関
突
破
に
向
け
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
す
。

「
税
理
士
講
座
」
で
は
、
税

理
士
試
験
の
必
須
科
目
で
あ
る

簿
記
論
と
財
務
諸
表
論
の
二
コ

ー
ス
を
設
け
、
早
期
合
格
を
め

ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

難
関
資
格
を
め
ざ
す
足
が
か
り

と
し
て
「
簿
記
検
定
講
座
」
を

開
講
し
て
い
ま
す
。

司
法
講
座
で
法
曹
を
め
ざ
す

「
司
法
講
座
」
で
は
、
法
科

大
学
院
入
試
対
策
講
座
、
司
法

書
士
対
策
講
座
を
開
講
。
法
律

家
に
必
要
な
知
識
の
習
得
を
初

歩
か
ら
学
ぶ
知
識
習
得
型
の
講

座
か
ら
、
学
ん
だ
知
識
を
実
践

的
に
活
用
す
る
答
練
型
の
講
座

ま
で
幅
広
く
展
開
し
て
い
ま

す
。

知
的
財
産
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
弁

理
士
を
め
ざ
す

「
弁
理
士
講
座
」
で
は
、
基

本
的
な
知
識
の
習
得
か
ら
短
答

式
対
策
・
論
文
の
書

き
方
の
基
礎
を
一
通

り
学
び
、
弁
理
士
試

験
合
格
を
め
ざ
し
ま

す
。

高
い
合
格
率
を
誇
る

資
格
試
験
対
策
講
座

「
旅
行
」「
通
関

士
」「
宅
建
」「
社
労

士
」「
色
彩
」「
Ｆ
Ｐ

（
Ａ
Ｆ
Ｐ
＋
二
級
Ｆ
Ｐ
技
能

士
）」
な
ど
の
各
種
資
格
試
験
対

策
講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

マ
ス
コ
ミ
就
職
も
サ
ポ
ー
ト

「
マ
ス
コ
ミ
試
験
対
策
講

座
」
で
は
、「
新
聞
・
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
」「
出
版
・
広
告
」「
放

送
」
の
業
界
別
ク
ラ
ス
に
よ

り
、
マ
ス
コ
ミ
業
界
志
望
者
に

必
要
な
能
力
を
養
成
。

四
月
一
日
（
日
）
は
、
新
関

西
大
学
会
館
南
棟
一
階
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
ロ
ビ
ー
で
受

講
申
込
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
千
里

山
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室
（
社
会

学
部
学
舎
内
）、
高
槻
キ
ャ
ン
パ

ス
オ
フ
ィ
ス
、
リ
ー
ド
セ
ン
タ

ー
事
務
室
（
天
六
キ
ャ
ン
パ

ス
）
で
は
随
時
受
講
申
込
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
細
は
講

座
案
内
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

韓
国
の
人
権
問
題

眼
で
聴
く
新
し
い
社
会

映
画
に
お
け
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
生
き
方

法 学 部

社 会 学 部

作
家

�
村

薫
氏

「
文
学
の
表
現
と
同
時
代
」

ア
ジ
ア
の
労
働
と
企
業
の
社
会
的
責
任

文 学 部

政策創造学部

可能性を広げるため
ぜひ活用を

新入生歓迎特別行事

遊
牧
の
世
界
か
ら
考
え
る私

た
ち
の
暮
ら
し

多
様
な
人
び
と
が
利
用
で
き
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
と
は

―
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
現
状
―

経 済 学 部

総合情報学部

尼
崎
市
長

白
井

文
氏
を
迎
え
て

理
工
系
新
三
学
部
の
設
立
に
あ
た
っ
て

―
二
十
一
世
紀
に
求
め
ら
れ
る
技
術
者
・
研
究
者
に
つ
い
て
―

システム理工学部
環境都市工学部
化学生命工学部

商 学 部

（６）平成１９年（２００７年）４月１日第 ３４３ 号



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

新役職者紹介新役職者紹介新新役役職職者者紹紹介介

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

今
年
度
か
ら
工
学
部
が
改
革
・
改

組
さ
れ
三
学
部
と
な
っ
た
が
、
そ
の

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
の
学
部
長
と
し

て
圧
倒
的
な
支
持
を
得
て
就
任
し
た

の
が
小
澤
守
教
授
で
あ
る
。
昭
和
二

十
五
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
平
成
三
年

神
戸
大
学
か
ら
本
学
に
着
任
し
た
。

専
門
は
熱
工
学
で
あ
り
、
流
動
層
燃

焼
炉
、
自
然
対
流
、
新
燃
料
、
テ
イ

ラ
ー
渦
流
な
ど
幅
広
く
研
究
を
展
開

し
て
い
る
が
、
特
に
伝
熱
・
混
相
流

に
関
す
る
研
究
で
は
世
界
的
権
威
。

こ
れ
ま
で
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ

ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
財
団
奨
学
研
究
員

と
し
て
ド
イ
ツ
に
三
度
滞
在
す
る
と

と
も
に
、
国
際
会
議
に
お
け
る
発
表

も
数
多
く
、
国
際
派
と
し
て
人
望
も

厚
い
。
非
常
に
さ
っ
ぱ
り
と
し
て
気

さ
く
な
人
柄
で
あ
る
が
、
迅
速
な
意

思
決
定
を
行
う
た
め
に
必
要
な
卓
越

し
た
判
断
力
と
決
断
力
、
お
よ
び
そ

れ
を
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
推

進
し
て
い
く
実
行
力
を
兼
ね
備
え
た

逸
材
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
新
た
に
船

出
す
る
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
の
舵
取

り
役
と
し
て
大
い
に
そ
の
手
腕
を
発

揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
、
初
代

学
部
長
に
な
る
べ
く
し
て
な
っ
た
人

材
で
あ
る
。

環
境
都
市
工
学
部
は
、「
ま
ち
づ
く

り
」
に
関
す
る
教
育
・
研
究
を
行
う

学
部
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
面
で
環
境

の
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
今
日

に
お
い
て
、
都
市
に
対
し
て
も
環
境

の
視
点
か
ら
工
学
的
に
取
り
組
む
学

部
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
。
そ
し

て
、
楠
見
晴
重
教
授
は
、
そ
の
初
代

学
部
長
に
、
ま
さ
に
ふ
さ
わ
し
い
人

で
あ
ろ
う
。
楠
見
教
授
の
専
門
は
、

地
盤
工
学
や
地
下
水
工
学
で
あ
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
共
同
で
、
京
都
の
地
下
水

と
京
文
化
や
歴
史
と
の
か
か
わ
り
に

つ
い
て
研
究
す
る
な
ど
、
地
下
水
環

境
問
題
に
も
深
い
知
識
と
見
識
を
持

つ
。「
ま
ち
づ
く
り
」
の
基
礎
と
な
る

部
分
か
ら
環
境
都
市
工
学
を
捉
え
、

こ
の
学
部
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。
工
学
部
の
執
行
部

を
若
く
し
て
任
さ
れ
、
さ
ら
に
、
新

三
学
部
体
制
へ
の
移
行
で
は
、
主
体

的
な
役
割
を
果
た
し
、
多
忙
に
も
か

か
わ
ら
ず
困
難
な
局
面
を
も
打
開
し

た
。
戦
略
的
な
考
え
方
を
持
っ
て
い

る
一
方
で
、
一
人
ひ
と
り
の
意
見
を

よ
く
聞
き
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
ま
と
め

な
が
ら
、
実
現
し
て
し
ま
う
。
さ

て
、
次
に
は
ど
ん
な
戦
略
を
み
せ
て

く
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

国
際
・
ア
ジ
ア
、
組
織
・
政
策
、

地
域
・
都
市
の
三
専
修
を
も
ち
、
現

代
国
際
環
境
の
中
で
の
実
践
的
な
政

策
立
案
力
の
養
成
を
目
的
と
し
て
、

新
た
な
学
部
が
関
西
大
学
に
十
三
年

ぶ
り
に
創
設
さ
れ
た
。
こ
の
新
学
部

は
、
情
報
処
理
教
育
や
少
人
数
教
育

を
重
視
し
、
企
業
や
政
府
・
自
治
体

と
も
連
携
し
国
際
色
豊
か
に
最
新
の

教
育
技
術
も
導
入
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
、
ま
さ
に
二
十
一
世
紀
の
有
為

な
青
年
た
ち
と
向
き
合
う
こ
と
と
な

る
。
そ
の
舵
取
り
役
と
し
て
登
壇
す

る
の
は
、
日
米
英
独
の
人
権
論
と
統

治
機
構
論
に
精
通
す
る
憲
法
学
教
授

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
二
十
五
年
間
本

学
法
学
部
に
籍
を
置
き
、
法
学
部
長

や
法
学
研
究
所
長
を
も
歴
任
し
て
い

る
法
学
博
士
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
端
を
発
す
る
立
憲

主
義
論
を
前
提
と
し
、
ア
ジ
ア
と
り

わ
け
イ
ン
ド
の
憲
法
を
実
践
的
に
研

究
す
る
そ
の
学
界
第
一
人
者
に
よ
っ

て
、
地
域
社
会
か
ら
国
際
社
会
に
至

る
ま
で
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
よ

う
と
す
る
ま
さ
に
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
重

視
と
い
う
視
点
が
、
新
学
部
に
お
け

る
教
育
と
運
営
に
貫
徹
さ
れ
る
に
違

い
な
い
。

こ
れ
ま
で
法
学
部
長
代
理
お
よ
び

法
学
研
究
科
長
代
理
と
し
て
、
学
部

と
研
究
科
の
大
き
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

改
革
を
実
現
し
て
き
た
。
そ
の
実
行

力
に
は
定
評
が
あ
る
。
一
見
、
豪
放

磊
落
と
も
み
え
る
が
、
行
動
に
あ
た

っ
て
は
、
緻
密
な
分
析
を
欠
か
さ
な

い
。
周
囲
へ
の
気
配
り
も
忘
れ
な

い
、
繊
細
さ
も
秘
め
て
い
る
。
学
問

・
研
究
手
法
も
同
様
で
あ
る
。
議
会

お
よ
び
内
閣
の
あ
り
方
に
か
か
わ
る

一
連
の
論
考
は
も
と
よ
り
、
百
数
十

頁
に
も
お
よ
ぶ
最
近
の
膨
大
な
論
文

（
戦
後
憲
法
学
の
泰
斗
宮
沢
俊
義
の

「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
概
念
を
探
究
し

た
も
の
）
は
、
徹
底
し
た
実
証
性
を

求
め
て
や
ま
な
い
教
授
の
姿
勢
を
示

し
た
も
の
と
い
え
よ
う
か
。

開
設
二
十
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
る
法
学
研
究
所
が
「
法
学
の
新

た
な
共
同
研
究
の
発
信
地
」
と
し
て

発
展
し
て
い
く
か
否
か
が
、
ア
メ
リ

カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
鍛
え
た
教
授

の
肩
に
か
か
る
こ
と
と
な
っ
た
。
多

士
済
々
の
研
究
員
、
委
嘱
研
究
員
を

た
ば
ね
、
学
内
外
の
研
究
所
と
の
連

携
も
視
野
に
入
れ
た
未
来
志
向
の
研

究
「
共
同
体
」
が
創
出
さ
れ
る
に
違

い
な
い
。

新
し
く
誕
生
し
た
化
学
生
命
工
学

部
の
初
代
学
部
長
。
こ
れ
ま
で
、
学

生
部
長
代
理
、
工
学
研
究
科
長
代

理
、
工
学
部
長
を
歴
任
し
た
が
、
本

年
三
月
末
ま
で
務
め
た
工
学
部
長
職

に
あ
っ
て
は
、
約
二
百
人
の
教
員
を

擁
す
る
工
学
部
の
新
生
三
学
部
へ
の

改
組
と
い
う
大
舞
台
で
強
い
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
。
理
念
を
が

っ
ち
り
と
作
り
上
げ
、
構
成
員
に
粘

り
強
く
繰
り
返
し
説
明
し
、
細
部
を

構
築
し
て
い
く
と
い
う
姿
勢
が
、
学

部
改
組
に
お
い
て
一
貫
し
て
い
た
。

化
学
生
命
工
学
部
が
未
来
に
向
か
っ

て
躍
進
す
る
う
え
で
こ
の
牽
引
力
が

期
待
さ
れ
て
の
新
学
部
長
選
出
で
あ

っ
た
。

土
戸
哲
明
教
授
は
、
平
成
二
年
、

大
阪
大
学
か
ら
本
学
に
着
任
。
専
門

は
生
物
制
御
工
学
。
食
品
、
医
薬
・

医
療
、
環
境
に
お
け
る
微
生
物
の
生

育
と
生
存
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
目
的

と
し
、
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
生
物
機

能
の
基
礎
的
解
析
と
そ
の
応
用
に
つ

い
て
研
究
し
て
き
た
。
温
厚
で
実
直

な
人
柄
で
、
学
会
の
理
事
や
支
部
長

を
務
め
る
な
ど
、
学
外
で
の
人
望
も

厚
い
。

中
国
を
中
心
と
し
た
東
洋
学
の
確

た
る
伝
統
を
基
盤
に
、
そ
の
域
外
の

西
洋
世
界
や
日
本
と
の
文
化
交
渉
史

や
交
流
の
研
究
に
特
色
を
持
つ
東
西

学
術
研
究
所
も
、
創
立
五
十
六
年
目

を
迎
え
大
き
な
激
動
が
押
し
寄
せ
て

い
る
。
過
去
二
年
間
、
橋
本
所
長
は

研
究
班
を
公
募
制
に
し
て
透
明
性
を

高
め
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
情
報

発
信
、
他
の
学
内
研
究
所
と
の
連
携

や
文
部
科
学
省
学
術
研
究
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
事
業
に
よ
る
ア
ジ
ア
文
化
交
流

研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
立
な
ど
、
一
連

の
改
革
や
新
事
業
を
推
進
し
て
き

た
。
今
回
、
そ
の
舵
取
り
役
を
も
う

一
期
二
年
、
第
二
十
五
代
所
長
と
し

て
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
専
門
は

人
文
地
理
学
で
、
太
平
洋
島
嶼
の
農

耕
文
化
や
社
会
に
関
心
の
中
心
が
あ

る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
身
上
と

し
な
が
ら
も
、
広
く
世
界
史
的
視
野

で
比
較
研
究
に
目
配
り
で
き
る
逸
材

で
、
交
渉
の
真
摯
さ
と
粘
り
強
さ
は

定
評
が
あ
る
。
蕩
々
た
る
本
学
の
人

文
学
の
水
脈
を
、
い
か
に
社
会
や
世

界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
か
、
関
西
大
学

在
職
三
十
八
年
目
の
気
概
を
う
ち
に

秘
め
る
。

先
端
科
学
技
術
推
進
機
構
は
、
学

外
と
の
研
究
推
進
の
窓
口
と
し
て
、

ま
た
、
理
工
系
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
統
括
機
関
と
し
て
、
学
科
や
分
野

を
越
え
た
研
究
活
動
の
場
を
提
供
し

て
い
る
。
平
成
十
九
年
度
か
ら
の
理

工
系
三
学
部
の
再
編
に
先
立
っ
て
、

工
学
研
究
科
で
は
大
改
革
が
行
わ

れ
、
現
在
も
そ
の
改
革
は
進
ん
で
い

る
。
そ
れ
に
よ
り
、
理
工
系
三
学
部

・
工
学
研
究
科
・
先
端
科
学
技
術
推

進
機
構
の
連
携
は
、
学
部
生
・
大
学

院
生
・
教
員
に
と
っ
て
教
育
・
研
究

の
遂
行
の
上
で
不
可
欠
な
も
の
に
な

っ
て
い
る
。

産
学
連
携
が
い
ま
だ
珍
し
か
っ
た

三
十
年
以
上
前
か
ら
の
豊
富
な
産
学

連
携
の
蓄
積
、
工
学
研
究
科
の
改
革

を
研
究
科
長
代
理
と
し
て
強
力
に
支

え
て
き
た
経
験
、
緻
密
で
多
方
面
へ

の
配
慮
を
欠
か
さ
な
い
仕
事
ぶ
り
な

ど
、
機
構
長
と
し
て
の
活
動
を
期
待

さ
せ
る
材
料
に
事
欠
か
な
い
。

理
工
系
の
研
究
推
進
に
大
学
院
生

の
存
在
が
不
可
欠
な
現
在
、
先
端
科

学
技
術
推
進
機
構
を
核
と
し
た
新
た

な
理
工
系
組
織
の
運
営
も
必
要
で
あ

る
。
学
生
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し

た
厳
格
な
研
究
推
進
の
毎
日
、
そ
の

手
腕
に
期
待
す
る
。

本
学
博
物
館
は
、
四
月
八
日

（
日
）
か
ら
五
月
二
十
日

（
日
）
ま
で
春
季
企
画
展
と
し

て
「
小
判
と
お
か
ね
―
近
世
か

ら
近
代
の
金
銀
貨
幣
―
」
を
開

催
す
る
。
良
貨
の
誉
れ
高
い
正

徳
小
判
金
の
ほ
か
、
慶
長
丁
銀

な
ど
江
戸
時
代
の
貨
幣
と
明
治

の
金
貨
・
銀
貨
、
海
外
コ
イ
ン

な
ど
約
千
点
を
展
示
。
近
世
初

期
、
徳
川
幕
府
に
よ
っ
て
貨
幣

制
度
が
確
立
さ
れ
、
金
貨
・
銀

貨
・
銭
の
三
貨
制
度
が
展
開

し
、
た
び
重
な
る
改
鋳
を
経

て
、
近
代
貨
幣
へ
と
引
き
継
が

れ
て
い
く
。
そ
の
変
遷
を
身
近

に
見
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
五
月
十
二
日
（
土
）

に
は
、
造
幣
局
博
物
館
職
員
を

招
い
て
特
別
講
演
会
を
実
施
す

る
。あ

わ
せ
て
、
四
月
八
日

（
日
）、
二
十
八
日
（
土
）、
五

月
十
二
日
（
土
）
、
十
九
日

（
土
）、
二
十
日
（
日
）
の
各

日
、
本
学
の
第
一
部
文
化
会
落

語
大
学
部
員
有
志
が
展
示
室
内

で
お
金
に
ま
つ
わ
る
落
語
を
上

演
す
る
。

博
物
館
で
各
行
事
の
詳
細
を

掲
載
し
た
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て

い
る
。

こ
の
企
画
展
の
開
始
に
あ
わ

せ
て
、
な
が
ら
く
閉
鎖
し
て
い

た
博
物
館
第
一
展
示
室
が
常
設

展
示
室
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
す
る
。
主
な
展
示
品

は
、
縄
文
時
代
の
石
製
耳
飾
や

古
墳
時
代
の
碧
玉
製
石
枕
な
ど

重
要
文
化
財
十
六
点
と
、
鹿
角

製
刀
装
具
や
銅
鐸
な
ど
重
要
美

術
品
十
二
点
な
ど
の
日
本
の
考

古
資
料
を
中
心
と
し
た
も
の
で

あ
る
。

問
い
合
わ
せ
は
博
物
館
事
務

室
（
�
０６
―

６
３
６
８
―

１
１
７

１
）
ま
で
。

社
会
貢
献
は
教
育
、
研
究
と

と
も
に
大
学
に
課
せ
ら
れ
た
使

命
の
一
つ
で
あ
り
、
大
学
図
書

館
に
お
い
て
は
、
そ
の
具
体
的

施
策
と
し
て
施
設
の
地
域
開
放

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
第

三
者
評
価
の
認
証
機
関
で
あ
る

大
学
基
準
協
会
の
主
要
点
検
・

評
価
項
目
に
お
い
て
も
、「
図
書

館
の
地
域
へ
の
開
放
の
状
況
」

が
必
要
不
可
欠
の
項
目
と
さ
れ

て
お
り
、
本
学
の
経
営
理
念
・

基
本
方
針
に
お
い
て
も
「
社
会

連
携
の
推
進
」
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
鑑

み
、
総
合
図
書
館
で
は
平
成
十

七
年
十
一
月
か
ら
本
年
三
月
末

ま
で
の
間
、
吹
田
市
と
の
連
携

協
力
協
定
を
締
結
し
た
の
を
契

機
に
一
般
開
放
の
試
行
期
間
と

し
て
吹
田
市
在
住
者
を
対
象
と

し
た
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
設
け
、

そ
の
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
こ

れ
ら
の
試
み
を
踏
ま
え
て
、
本

年
四
月
一
日（
日
）
か
ら
正
式
に

吹
田
市
民
を
対
象
と
す
る
一
般

開
放
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
対
象
者
は
吹
田
市
在
住
の

満
二
十
三
歳
以
上
で
本
学
図
書

館
に
お
い
て
学
習
、調
査
、
研
究

を
行
う
者
。
募
集
人
数
は
百

人
、登
録
料
と
し
て
年
間
六
千
円

を
設
定
し
て
い
る
（
平
成
十
九

年
度
の
申
込
は
既
に
終
了
）。

次
の
と
お
り
産
業
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
す
る
。

聴
講
自
由

日
時
�
四
月
十
六
日
（
月
）
十

三
時
十
分
〜
十
六
時
十
分

場
所
�
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
尚

文
館
一
階
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
Ａ

Ｖ
大
教
室

総
合
テ
ー
マ
�
年
金
制
度
改
革

を
例
と
し
た
社
会
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
制
度
設
計
支
援

講
師
�
村
田
忠
彦
（
政
策
グ
リ

ッ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
実

験
セ
ン
タ
ー
長
・
総
合
情
報
学

部
准
教
授
）

テ
ー
マ
�
社
会
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
と
グ
リ
ッ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ

講
師
�
番
匠
大
輔
（
政
策
グ
リ

ッ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
実

験
セ
ン
タ
ー
特
任
研
究
員
）

テ
ー
マ
�
社
会
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
る
公
的
年
金
制
度
の

制
度
設
計

（
研
究
所
事
務
室
）

文
学
部
は
財
団
法
人
社
会
開

発
研
究
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し

て
、
株
式
会
社
ア
ン
ク
ラ
ー
ジ

ュ
が
神
戸
市
灘
区
に
建
設
中
の

シ
ニ
ア
住
宅
「
ア
ン
ク
ラ
ー
ジ

ュ
御
影
」
の
入
居
者
を
対
象

に
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
各
種

の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
を

開
始
す
る
が
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
一
環
と
し
て
、「
ア
ン
ク
ラ

ー
ジ
ュ
御
影
」
の
入
居
予
定
者

を
対
象
に
「
プ
レ
コ
ー
ス
」

を
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
開
講
す
る
。
プ
レ
コ
ー
ス

は
週
一
コ
マ
（
九
十
分
）
の
授

業
形
式
で
実
施
し
、
平
成
十
九

年
度
春
（
六
月
上
旬
か
ら
開
講

予
定
）
・
秋
学
期
に
各
六
コ
ー

ス
、
計
十
二
コ
ー
ス
を
開
講
す

る
。
入
居
予
定
者
に
大
学
レ
ベ

ル
の
授
業
を
体
験
す
る
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平

成
二
十
年
度
以
降
の
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
円
滑
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

（
文
学
部
）

一
般
社
会
人
を
対
象
に
、
大

阪
府
立
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
と

共
催
。
五
月
と
六
月
の
火
曜
日

（
全
五
回
）、
時
間
は
十
八
時
三

十
分
か
ら
（
九
十
分
）。
会
場
は

天
六
キ
ャ
ン
パ
ス
。
日
程
、
内

容
な
ど
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp���w

w
w
.k
an
sa

i�
u
.ac.jp�ex

ten
sio

n�

）
に
て
公
開
。

問
い
合
わ
せ
は
リ
ー
ド
セ
ン

タ
ー
事
務
室
（
�
０６
―

６
３
６
８

―

０
７
２
１
）
ま
で
。

貨
幣
の
変
遷
を
展
示

政策創造
学部長

孝忠 延夫

博物館
企画展

特
別
講
演
会
な
ど
も
実
施

化学生命
工学部長

土戸 哲明

地
球
市
民
育
成
の
最
適
任
者

堅
実
な
理
念
に
も
と
づ
く
改
革

広
い
視
野
で
の
真
摯
な
ま
と
め
役

東西学術
研究所長

橋本 征治

一般開放を開始

館書

システム
理工学部長

小澤 守

カレッジリンク
プレコースを

開講

図合総

先端科学技術
推進機構長

内山 寛信

手
腕
が
期
待
さ
れ
る
逸
材

改
革
の
核
と
な
る
素
質
充
分

環境都市
工学部長

楠見 晴重

戦
略
を
着
実
に
実
現

経
済
・
政
治
研
究
所

産
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
講

平成１９年度関西大学
おおさか文化セミナー

法 学
研究所長

�田 栄司

前期講座

果
敢
な
実
行
力
と
緻
密
さ

（８）平成１９年（２００７年）４月１日第 ３４３ 号
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３
専
修
ス
タ
ー
ト

文

学

部

専
修
制
を
導
入

経
済
学
部

法

学

部

商

学

部

採択業績名

複
雑
化
す
る
現
代
日
本
―
。

そ
の
日
本
の
学
校
、
家
庭
、

地
域
、
企
業
で
、
人
間
の

「
心
」
の
問
題
が
重
要
性
を
増

し
て
い
る
。「
い
じ
め
」
に
代
表

さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題

の
多
く
が
「
心
」
の
あ
り
方
に

端
を
発
す
る
か
ら
だ
。
そ
の
た

め
、
心
と
心
理
の
研
究
・
教
育

・
実
践
へ
の
期
待
が
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
こ
う
し
た
心
の

問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
本
学

は
、
臨
床
心
理
士
の
養
成
に
文

学
部
・
社
会
学
部
双
方
で
協
力

し
て
取
り
組
み
、
多
く
の
有
為

な
人
材
を
送
り
出
し
て
き
た
。

こ
の
た
び
、
両
学
部
の
心
理
学

分
野
全
体
を
大
学
院
レ
ベ
ル
で

一
つ
に
統
合
し
、
平
成
二
十
年

四
月
に
独
立
研
究
科
と
し
て
の

「
心
理
学
研
究
科
」
を
新
た
に

設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

心
理
学
研
究
科
は
博
士
課
程

が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
当
面

は
修
士
課
程
（「
認
知
・
発
達
心

理
学
専
攻
」「
社
会
心
理
学
専

攻
」）
お
よ
び
専
門
職
学
位
課
程

（「
臨
床
心
理
専
門
職
業
人
養
成

専
攻
」）
の
二
課
程
三
専
攻
で
構

成
さ
れ
る
。

こ
の
中
の
「
臨
床
心
理
専
門

職
業
人
養
成
専
攻
」
は
、
本
学

に
お
け
る
三
番
目
の
専
門
職
大

学
院
と
な
る
。
学
理
と
実
務
の

両
面
か
ら
の
卓
越
し
た
専
門
教

育
に
よ
り
、
臨
床
心
理
士
養
成

の
第
一
種
指
定
大
学
院
の
発
展

像
と
し
て
臨
床
心
理
の
専
門
知

識
と
技
能
を
有
す
る
高
度
専
門

職
業
人
の
養
成
を
め
ざ
し
て
い

る
。心

理
学
研
究
科
の
大
き
な
特

徴
は
、
各
専
攻
の
固
有
の
諸
問

題
を
徹
底
的
に
研
究
す
る
と
同

時
に
、
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研

究
」
と
い
う
形
で
専
攻
を
越
え

て
緊
急
な
社
会
問
題
や
「
心
」

に
つ
い
て
の
基
本
的
諸
問
題
を

研
究
・
教
育
し
て
い
く
こ
と
に

あ
る
。
「
関
西
大
学
の
心
理

学
」
の
新
た
な
始
ま
り
だ
。

修
士
課
程
の
二
専
攻
は
、
平

成
十
九
年
四
月
に
届
出
、
臨
床

心
理
専
門
職
業
人
養
成
専
攻
は

六
月
に
認
可
申
請
予
定
で
あ

る
。（

心
理
学
研
究
科
設
置
委
員

会
小
委
員
会
委
員
長

田
中

俊
也
）

本
日
、政
策
創
造
学
部
、シ
ス

テ
ム
理
工
学
部
、
環
境
都
市
工

学
部
、
化
学
生
命
工
学
部
の
四

学
部
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
本
学

と
し
て
は
総
合
情
報
学
部
以

来
、
十
三
年
ぶ
り
の
新
学
部
で

あ
る
。

政
策
創
造
学
部
で
は
、
豊
か

な
地
球
市
民
社
会
へ
の
扉
を
開

く
人
を
育
て
る
た
め
、
多
様
な

領
域
を
横
断
的
に
学
び
、
実
践

的
な
政
策
立
案
力
を
養
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
で
は
、

産
業
や
科
学
技
術
に
お
け
る
さ

ま
ざ
ま
な
「
し
く
み
づ
く
り
」

を
、
環
境
都
市
工
学
部
で
は
、

よ
り
よ
い
環
境
実
現
や
都
市
設

計
な
ど
、地
球
規
模
の
「
ま
ち
づ

く
り
」
を
、
そ
し
て
化
学
生
命

工
学
部
で
は
、
分
子
か
ら
新
素

材
、
生
命
ま
で
、
未
来
に
必
要

な「
も
の
づ
く
り
」を
学
ぶ
。
こ

れ
ら
四
学
部
の
本
年
度
新
入
生

は
、
そ
の
第
一
期
生
と
な
る
。

こ
の
た
び
、
本
学
大
学
院
工

学
研
究
科
と
タ
イ
の
チ
ュ
ラ
ロ

ン
コ
ン
大
学
石
油
・
石
油
化
学

研
究
科
と
の
間
に
協
定
を
締
結

し
た
。
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学

は
本
学
に
と
っ
て
三
十
七
番

目
、
タ
イ
で
は
、
タ
マ
サ
ー
ト

大
学
に
次
い
で
二
校
目
の
協
定

大
学
と
な
る
。

チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
は
一

九
一
七
年
に
創
立
さ
れ
た
タ
イ

最
古
の
大
学
で
あ
り
、
タ
マ
サ

ー
ト
大
学
と
並
ぶ
タ
イ
の
最
高

学
府
で
あ
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
は

バ
ン
コ
ク
の
町
の
中
央
部
に
あ

り
な
が
ら
、
五
百
二
十
三
エ
ー

カ
ー
（
約
二
・
一
平
方
�

�
）
の
広
さ
が
あ
り
、
現

在
十
八
の
学
部
と
二
百
七

十
四
の
専
門
コ
ー
ス
を
も

つ
総
合
大
学
で
あ
る
。
卒

業
生
は
十
二
万
人
以
上
お

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
分

野
で
タ
イ
王
国
の
発
展
に

貢
献
し
て
い
る
。
近
代
的

な
実
験
室
や
設
備
が
充
実

し
て
お
り
、
中
央
図
書
館

は
蔵
書
数
百
万
冊
以
上
を

有
し
て
い
る
。

同
大
学
石
油
・
石
油
化

学
研
究
科
は
、
一
九
八
〇

年
代
に
大
量
の
天
然
ガ
ス

が
タ
イ
湾
で
発
見
さ
れ
た
の
を

受
け
、
石
油
・
石
油
化
学
・
ポ

リ
マ
ー
化
学
の
分
野
で
高
い
国

際
基
準
を
満
た
せ
る
大
学
院
学

生
を
輩
出
す
る
目
的
で
、
一
九

八
八
年
に
設
立
さ
れ
た
。
こ
の

研
究
科
は
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大

学
の
三
つ
の
カ
レ
ッ
ジ
の
う
ち

の
ひ
と
つ
で
、
世
界
的
に
知
名

度
の
高
い
大
学
と
の
協
力
の
も

と
、
高
度
な
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
し
て
い
る
。
同
研
究

科
は
、
教
員
十
八
人
、
修
士
課

程
生
六
十
九
人
、
博
士
課
程
生

十
六
人
（
二
〇
〇
二
年
）
を
擁

し
て
お
り
、
一
九
九
四
―
二
〇

〇
二
年
の
間
に
四
百
四
十
六
人

の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
る
。

今
回
の
学
生
交
換
協
定
締
結

に
よ
り
、
工
学
研
究
科
と
石
油

・
石
油
化
学
研
究
科
に
お
い
て

大
学
院
学
生
の
交
換
派
遣
を
行

う
こ
と
に
な
る
。

今
後
さ
ら
に
、
本
学
の
国
際

交
流
に
関
す
る
構
想
に
基
づ
い

て
、
二
〇
〇
九
年
ま
で
に
目
標

の
五
十
校
を
め
ざ
し
て
世
界
各

国
に
協
定
大
学
を
増
や
し
、
本

学
と
世
界
の
大
学
と
の
学
術
交

流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て

い
く
。（

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
）

チュラロンコン大学

ひ
と
が
人
間
ら
し
く
生
き
る

た
め
に
大
切
な
こ
と
っ
て
何
だ

ろ
う
？

毎
日
の
生
活
の
中

で
、
何
気
な
い
ふ
る
ま
い
や
言

葉
を
通
じ
て
、
誰
か
を
傷
つ
け

た
り
、
見
下
し
た
り
し
て
い
る

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
る

い
は
、
自
分
で
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、

な
ん
だ
か
と
て
も
つ
ら
い
と
い

う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

人
権
問
題
と
い
う
と
、
小
難

し
く
て
堅
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど

も
こ
の
冊
子
『
と
て
も
大
切
な

こ
と
に
関
す
る
２４
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
』
は
、
誰
も

が
直
面
し
そ
う

な
問
題
を
「
人

権
」
と
い
う
糸

口
か
ら
と
ら
え

な
お
す
こ
と
を

め
ざ
し
て
い

る
。
巻
頭
企
画

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
本
学

Ｏ
Ｂ
の
「
山
ち
ゃ
ん
」
こ
と
山

里
亮
太
さ
ん
が
メ
ン
バ
ー
の
お

笑
い
コ
ン
ビ
、
南
海
キ
ャ
ン
デ

ィ
ー
ズ
を
迎
え
て
、
人
を
傷
つ

け
な
い
「
優
し
い
笑
い
」
に
つ

い
て
語
っ
て
も
ら
っ
た
。
ほ
か

に
も
本
学
の
先
生
書
き
下
ろ
し

の
コ
ラ
ム
で
は
、
カ
ッ
プ
ル
の

ト
ラ
ブ
ル
と
し
て
問
題
に
な
る

「
デ
ー
ト
レ
イ
プ
」
や
、
昨
年

の
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
で
注
目
を
集

め
た
ジ
ダ
ン
選
手
の
頭
突
き
事

件
に
ひ
そ
む
人
種
差
別
に
つ
い

て
論
じ
る
な
ど
、
読
み
物
と
し

て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
趣
向
を
凝
ら
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
、
私

た
ち
そ
れ
ぞ
れ
が
私
ら
し
く
生

き
る
う
え
で
、
こ
こ
に
は
有
意

義
な
ヒ
ン
ト
が
ち
り
ば
め
ら
れ

て
い
る
は
ず
だ
。
ぜ
ひ
と
も
役

立
て
て
も
ら
い
た
い
。

（
人
権
問
題
委
員
会
副
委
員

長

岡
田

朋
之
）

平
成
２０
年
度
交
換
派
遣

留
学
生
の
春
募
集

本
学
学
生
交
換
協
定
大
学
の
う

ち
十
大
学
に
一
年
間
留
学
す
る
学

生
を
募
集
す
る
。
募
集
は
春
と
秋

の
年
二
回
実
施
し
て
お
り
、
英
語

圏
お
よ
び
中
国
語
圏
の
大
学
は
年

二
回
応
募
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。な

お
、
こ
の
春
募
集
や
認
定
留

学
、
夏
期
海
外
語
学
セ
ミ
ナ
ー
等

に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
す

る
。

「
春
期
留
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

日
時
�
四
月
二
十
五
日
（
水
）
十

二
時
三
十
分
〜
十
四
時
三
十
分

場
所
�
尚
文
館
一
階
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
Ａ
Ｖ
大
教
室
（
千
里
山
）、
Ｔ

Ｄ
１０６
教
室
（
高
槻
）
同
時
中
継

詳
細
は
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp���w
w

w
.k
an
sai�
u
.ac.jp�K

o
kusai

）
お
よ
び
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
て
通
知
す

る
。
問
い
合
わ
せ
は
、
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
事
務
室
（
�
０６
―
６
３

６
８
―
１
１
７
４
）
ま
で
。

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
事
務
室
）

文
学
部
で
は
、
本
年
度
か
ら

三
つ
の
新
専
修
が
ス
タ
ー
ト
す

る
。「

比
較
宗
教
学
専
修
」
で

は
、
国
際
化
時
代
の
宗
教
理
解

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
世
界
の
諸
宗

教
を
幅
広
く
学
ぶ
ほ
か
、
地
域

の
祭
り
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
を
通
し
て
宗
教
文
化
を
多

面
的
に
考
え
る
。

「
地
理
学
・
地
域
環
境
学
専

修
」
で
は
、
人
文
地
理
学
や
自

然
地
理
学
の
ほ
か
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
に
よ
る
地
域
環
境
研

究
が
で
き
る
。
地
域
環
境
学
コ

ー
ス
で
は
測
量
士
補
資
格
の
取

得
も
可
能
で
あ
る
。

「
初
等
教
育
学
専
修
」
は
、

文
学
部
の
多
様
な
学
び
と
リ
ン

ク
す
る
こ
と
で
、
幅
広
い
人
文

学
の
教
養
に
支
え
ら
れ
た
「
ヒ

ュ
ー
マ
ン
で
信
頼
さ
れ
行
動
力

の
あ
る
小
学
校
教
師
」
の
育
成

を
め
ざ
し
て
い
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
学
際

性
を
特
徴
と
す
る
こ
れ
ら
三
つ

の
新
専
修
に
期
待
し
て
ほ
し

い
。

（
文
学
部
）

経
済
学
部
は
、
本
年
度
入
学

生
か
ら
専
修
制
を
立
ち
上
げ

た
。
専
修
制
の
も
と
で
は
、
学

生
は
二
年
次
か
ら
経
済
戦
略
、

社
会
経
済
、
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
、

イ
ン
タ
ー
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
の
各

専
修
の
な
か
か
ら
一
つ
を
選
択

し
分
属
す
る
。
専
修
制
へ
の
移

行
に
伴
い
一
年
次
の
導
入
教
育

の
改
革
も
実
施
し
、
さ
ら
に
二

年
次
に
は
多
様
な
内
容
の
基
礎

演
習
を
新
た
に
配
置
す
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
三
年
次
か
ら
の

経
済
学
演
習
を
含
め
て
、
四
年

間
を
通
じ
て
ク
ラ
ス
も
し
く
は

ゼ
ミ
に
所
属
す
る
こ
と
に
な

る
。
経
済
学
の
対
象
領
域
は
広

く
多
様
な
分
野
が
あ
る
が
、
専

修
制
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
四

年
間
で
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
が
何

を
学
び
、
何
を
身
に
つ
け
る
か

に
つ
い
て
の
目
標
設
定
を
明
確

に
し
、
従
来
に
も
増
し
て
体
系

的
な
学
び
を
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
経
済
学
部
）

寄
附
講
座
を
開
講

「
土
地
家
屋
の
調
査
と
表
示
の

登
記
」
を
開
講

法
学
部
で
は
、
大
阪
土
地
家

屋
調
査
士
会
の
協
力
を
得
て
、

「
土
地
家
屋
の
調
査
と
表
示
の

登
記
」
を
開
講
す
る
。
土
地
や

建
物
は
生
活
の
基
盤
で
あ
り
、

人
間
が
生
産
活
動
を
行
う
基
礎

と
し
て
重
要
で
あ
る
。
わ
が
国

の
法
制
度
で
は
、
こ
れ
ら
土
地

と
建
物
は
個
別
に
所
有
権
の
対

象
と
さ
れ
て
お
り
、
客
観
的
な

状
況
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
不
動
産
取
引
の
信
頼
性
を

確
保
す
る
た
め
に
も
不
動
産
登

記
法
上
に
表
示
に
関
す
る
登
記

の
手
続
き
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。
本
講
義
は
、
毎
週
水
曜
日

の
第
四
時
限
に
開
講
し
、
土
地

や
建
物
に
つ
い
て
基
礎
的
な
知

識
と
、
そ
の
調
査
・
測
量
お
よ

び
登
記
手
続
き
に
つ
い
て
具
体

的
に
学
ぶ
。
履
修
者
以
外
の
在

学
生
や
一
般
市
民
も
自
由
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
経
営
学
特
殊
講
義
（
日
本
Ｓ

Ｃ
協
会
寄
附
講
座
）」
を
開
講

商
学
部
で
は
、
設
立
三
十
周

年
を
迎
え
る
�
日
本
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
協
会
の
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
主
に
日
本
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
総
合

的
に
取
り
扱
う
寄
附
講
座
を
開

講
す
る
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
と
は
、
百
貨
店
や
総
合
ス

ー
パ
ー
な
ど
の
核
店
舗
と
数
多

く
の
専
門
店
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

機
能
か
ら
な
る
商
業
集
積
で
あ

る
。
現
在
、
施
設
数
は
二
千
七

百
を
超
え
、
売
上
高
は
二
十
六

兆
七
千
三
百
億
円
と
小
売
業
全

体
の
二
〇
％
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
理
論
、
歴
史
、
関
係
法
規
、

管
理
運
営
実
務
、
地
域
商
業
と

の
連
携
、
大
型
店
問
題
な
ど
に

つ
い
て
小
売
業
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ

ー
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど

各
界
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い

る
実
務
担
当
者
か
ら
直
接
講
義

を
受
け
る
。
事
例
研
究
や
大
阪

市
内
に
あ
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
の
現
地
視
察
も
予
定
し

て
い
る
。
各
回
の
テ
ー
マ
や
講

師
な
ど
詳
細
は
商
学
部
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
参
照
の
こ
と
。
春
学

期
で
毎
週
木
曜
日
の
第
二
時
限

に
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
第
二
学

舎
で
実
施
。
商
学
部
以
外
の
学

生
も
歓
迎
。

＊出願期間
４月２日（月）～６月２９日（金）

＊留学先
韓国、台湾、メキシコ、エクアドル、オ
ーストラリア

＊選考方法
語学試験（筆記・聴解・口頭）
７月４日（水）
※英語は口頭のみ
面接試験（日本語または受験語種）
７月１８日（水）
＊奨学金
関西大学国際交流助成基金第１種奨学金
（平成１９年度交換派遣留学生については
３３人に支給予定。）
欧米、豪州、中南米の場合 ５０万円
アジアの場合 ３０万円

◆
経
済
学
部

今
年
度
、
経
済
学
部
は
、
フ

レ
ッ
ク
ス
開
講
科
目
の
学
際
研

究
講
義
の
一
つ
と
し
て
「
大
阪

市
市
政
改
革
の
取
組
」
を
開
講

す
る
。
こ
の
講
義
は
、
大
阪
市

の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
開
講

す
る
も
の
で
、
市
政
改
革
に
取

り
組
む
職
員
と
助
役
の
リ
レ
ー

講
義
で
あ
る
。

この制度は、課外活動や自主活動において、優れた実績を残し
た学生、または優れた企画を有する学生を評価し、奨励金をもっ
て支援するものである。今回、１月に募集した業績部門におい
て、応募件数１２件中１１件が採択された。採択業績は次のとおりで
ある。今後も学生諸君の多様な活動を期待する。

（学生生活課）

●The 24th JNDT（Japan National Debate Tournament）
チーム２位 個人１位

●土木学会全国大会優秀講演者表彰受賞
●iTunes Music Store R&B部門デイリーチャート３位
●ほっとサポーター（ボランティア事業）
●ビバ� ベンチャー吹田２００６「ベストプレゼン賞」受賞
●第８回キャンパスベンチャーグランプリ大阪ニュービジネス部門
「佳作」入賞

●MADE IN OSAKA CM AWARDS 学生・テレビCM部門
「優秀賞」受賞

●社会貢献に根差した第５８回定期演奏会を通じての地域貢献
●ECOキャンペーンの実施
●第３７回吹田まつり 好いたおどり
●御堂筋学生音楽祭

臨
床
心
理
専
門
職
大
学
院
を
開
設

―
関
西
大
学
心
理
学
の
統
合
―

４
学
部
、新
た
な
門
出

人
権
問
題
啓
発
冊
子
の
配
付

多
様
な
領
域
、実
践
的
に
学
ぶ

関西大学文化・学術活動等奨励金制度（業績部門）採択結果

チュラロンコン大と協定
タイで最古、２校目

平成１９年（２００７年）４月１日第 ３４３ 号（９）



学 生時代に、学生寮での集団生活と一人暮
らしの両方を経験してみたかったため、２
年次の１１月に秀麗寮から現在の賃貸マン

ションに移りました。
引っ越してきた当初は、家財としては冷蔵庫とコ
ンポ、ギター程度しかなかったのですが、ブライン
ド、コタツ、液晶テレビ、パソコン、電子レンジ、ポ
ット、ソファーベッド、電気カーペットなどをアルバ
イト代で徐々に購入し、ようやく一人暮らしの部屋
らしくなりました。ワンルームという限られたスペ
ースを有効に利用するためには、少々値は張ります
が、テレビは薄型の液晶テレビ、ベッドは折りたた
んでコンパクトなソファーにも早変わりするソファ
ーベッドがおすすめです。
ただ、こうして確保した部屋のスペースも、友人
が遊びに来ると、たちまち埋ま
ってしまいます。しかし、学生
寮での生活で昼夜仲間と過ごし
ていた私には、ぎゅうぎゅう詰
めの部屋も、このときばかりは
居心地よく感じます。友人が来

た時は、自家製カクテルと間接照明でBARのような
雰囲気（ムード）をかもし出したりしています。
一人暮らしで気を使うのは、騒音です。隣人に
迷惑をかけないように、深夜はテレビをヘッドホ
ンで聞くようにし、趣味のギターも昼間の時間帯

にアンプ（スピーカー）を通
さずに、音が響かない程度に
弾くなど、十分に気をつけて
います。
一人暮らしにも慣れてきた
今は、年明けから本格化して
きた就職活動に意気込んでい

ます。帰宅後や早朝の会社説明会関連
のメールチェックは欠かせません。会
社説明会への応募はウェブによるエン
トリーが主流のため、パソコンで自己
PR文を作成し、各社に送信する毎日が
続いています。
一人暮らしは、今まで誰かや何かに頼
っていたことを自分の力で解決しなけ
ればなりませんが、その分、居心地の
いい自分好みの部屋をつくっていく楽
しみがあります。最近は就職活動に時
間が割かれ、食事を外食で済ますこと
が多くなっていますが、これからは就
職活動の息抜きがてら、自炊もしよう
と思っています。

居心地のいい
部屋づくり

一人暮らしの生活の中で学んだことは、自
己管理です。時間もお金もやり繰りが自
由である半面、自己管理の難しさを知り、

今まで当たり前と思っていたことが、どれだけあ
りがたいことだったかを思い知りました。家族と
一緒に住んでいたときは、朝は親に起こしてもら
い、時間になれば食事もお風呂も用意されていて、
掃除や洗濯もいつの間にか誰かがしてくれている
という生活を当たり前のように感じていました。
しかし、一人暮らしでは、何もかも自分でしなけ
ればいけません。親元を離れて、しみじみ親への
感謝の気持ちが込み上げてくるようになりました。
離れて暮らしていても、寂しいときや料理の作り
方がわからないときに、よく親に電話をします。
そのおかげで、自炊を覚え、お料理という新しい
趣味ができました。ときどき
友人を部屋に招いて、手料理
を振る舞うこともあります。
一人暮らしの中で特に気を
つけていることは、防犯とご
みの扱いです。防犯面では、
戸締まりを徹底し、長期休暇で実家に帰省すると
きなどは、新聞を配達してもらわないようにして、
長期間部屋を空けていることが周囲に分からない
ようにするなどの工夫をしています。
ごみの扱いについては、週２回のごみ収集日を
きちんと守り、ごみの分別にも気を使います。ま
た、物を大事に使ったり、リサイクル方法を考え
たりして、極力無駄を省くことで、毎日継続して
行える個人レベルのエコロジー活動を実践してい
ます。
将来は、大学で学んだ法律の知識と、イギリス
に留学している間、必死で勉強をして身につけた
英語を活かせる仕事として、国際弁護士のパラリ
ーガルになりたいと考えています。パラリーガル

とは、弁護士の監督の下で、
法律知識を持ち、実質的な法
務業務を行う人物のことで、
アメリカでは、パラリーガル
が専門職として増加し、尊敬

される知的業務として確立しています。私も将来、
弁護士と協力して、法律問題に困っている人たち
を助けたいと思っています。その夢をかなえるた
めに、今は勉強中心の生活を送っています。
朝早起きをして、きちんと栄養を考えた食事を
作り、勉強に集中できるように、部屋をきれいに
保つ。こういった生活のリズムを維持することが、
一人暮らしを満喫する秘けつだと思います。

自分の生活リズムを
保つこと

ギターを弾くときも近隣に配慮�

自慢のBARでおもてなし！�

お好み焼きを作りました！�

キッチンは使いやすく！�

節約した自分へのご褒美に�
海外旅行を楽しむ�

一人暮らしのコツ伝 します一人暮らしのコツ伝授します

新
入
生
、新
任
教
員
、新
学

部
と
四
月
は
新
し
い
こ
と
が

多
い
。
新
し
い
こ
と
を
始
め

る
時
は
初
心
に
帰
る
い
い
機

会
だ
。
何
の
た
め
に
大
学
に

入
っ
た
の
か
、
学
生
に
何
を

学
ん
で
ほ
し
い
の
か
、
自
分

の
願
い
を
は
っ
き
り
さ
せ
た

い
。
そ
れ
に
は
自
分
を
よ
く

知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
わ
り
に
惑
わ
さ
れ
ず
、

自
分
勝
手
に
解
釈
し
た
ま
わ

り
か
ら
の
期
待
、
自
分
で
作

り
上
げ
た
イ
メ
ー
ジ
に
捕
わ

れ
ず
、
自
分
は
何
を
し
た
い

の
か
、
ど
ん
な
人
間
に
な
り

た
い
の
か
、
素
直
に
な
っ
て

自
分
に
問
う
こ
と
が
一
番
大

切
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
ま
わ
り
を
意
識
し
た
真

面
目
さ
は
い
ら
な
い
。
真
剣

で
あ
れ
ば
い
い
。
一
度
徹
底

し
て
自
分
だ
け
の
こ
と
を
考

え
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

自
分
を
知
っ
て
初
め
て
人
の

こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
な

り
、
人
の
役
に
立
て
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

（
菊
地

敦
子
）
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